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事故を起こさないために

夏山の気象を知ろう

日本気象協会・清水輝和子

青い空にそそり立つ岩稜や、緑の木々に囲まれた

冷たい渓流を思い浮かべ、

そろそろ夏山の計画を立てている会員も多いと思います。

雪が消えて山も落ち着 く夏は、登山のシーズン。

しかし、遭難事故も夏に多発 しています。その原因の多 くは、

大雨、台風、落雷など、天候の急変によるといわれています。

悪天を避けて楽 しい登山をするために、

夏の気象の特徴を清水輝和子さんに解説していただきました。

夏の甲斐駒ヶ岳仙丈岳より

■
昨
夏
は
悪
天
に
よ
る
遭
難
事
故
多
発

長
野
県
警
山
岳
遭
難
事
故
統
計
に
よ
る

と
、
昨
年
の
長
野
県
内
の
登
山
者
数
は
、

上
高
地
群
発
地
震
の
影
響
に
加
え
、
天
候

に
も
恵
ま
れ
な
か
っ
た
こ
と
か
ら
、
前
年

に
比
べ
約

一
二
パ
ー
セ
ン
ト
減
少
し
た
。

に
も
か
か
わ
ら
ず
、
遭
難
事
故
は
百
七
件

と
八
件
も
増
え
て
い
る
。
し
か
も
、
発
生

件
数
を
季
節
別
に
見
る
と
、
七
、
八
月
の

夏
山
シ
ー
ズ
ン
に
集
中
し
、
半
数
を
超
え

た
。
こ
れ
は
、
夏
山
の
最
盛
期
に
当
た
る

七
月
下
旬
か
ら
八
月
に
か
け
て
、
大
雨
や

集
中
豪
雨
が
発
生
し
た
た
め
、
悪
天
に
よ

る
遭
難
事
故
が
相
次
い
だ
か
ら
だ
。

■
北
日
本
は
冷
夏
、
西
日
本
は
猛
暑

八
月
二
日
、
関
東
甲
信
地
方
は
や
っ
と

ツ
ユ
が
明
け
、
そ
の
こ
ろ
新
潟
で
は
観
測

開
始
以
来
の
集
中
豪
雨
が
あ
っ
た
。
気
象

庁
は

「北
陸
、
東
北
地
方
の
ツ
ユ
明
け
は
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上層に

寒気
集中豪雨が

起こりやすい所
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図 1 平成10年 8月 28日地上天気図図3 平成 7年 8月 21日 天気図

図2 集中豪雨の起こりやすいところ (安斎、1994)

特
定
で
き
な
い
」
と
、
異
例
の
発
表
を
し

た
。
こ
の
異
常
と
も
思
わ
れ
る
天
候
の
背

景
に
は
、
北
日
本
冷
夏
、
西
日
本
猛
暑
と

い
う
極
端
な
対
峙
が
あ
げ
ら
れ
る
。

東
日
本
は
寒
、
暖
両
気
団
に
は
さ
ま
れ
、

前
線
活
動
は
活
発
で

「平
成
十
年
八
月
豪

雨

（二
十
六
～
三
十

一
日
）」
が
降

っ
た
。

東
日
本
の
山
は
大
荒
れ
の
天
候
で
、
夏
山

遭
難
を
防
ぐ
教
訓
を
残
し
た
。

た
と
え
ば
、
天
気
図
上
に
日
本
列
島
を

縦
断
す
る
前
線
と
、
南
海
上
に
台
風
が
現

れ
た
ら
、
山
は
大
雷
雨
や
暴
風
雨
に
襲
わ

れ
る
。
そ
れ
に
も
か
か
わ
ら
ず
山
に
行
く

の
は
極
め
て
危
険
で
あ
る
、
と
い
う
話
か

ら
は
じ
め
よ
う
。

図
１
は
、
北
ア
ル
プ
ス
で
死
傷
者
を
出

す
落
雷
事
故

（二
件
）
が
発
生
し
た
八
月

二
十
八
日
の
天
気
図
で
あ
る
。
こ
れ
は
典

型
的
な
集
中
豪
雨
型
で
、
二
十
七
～
二
十

八
日
に
か
け
て
那
須
、
丹
沢
、
南
ア
ル
プ

ス
な
ど
で

一
時
間
に
五
〇
～

一
〇
〇
ミ
リ

の
強
い
雨
が
降

っ
た
。

図
２
に
、
集
中
豪
雨
型
の
模
式
図
を
示

す
。
太
平
洋
高
気
圧
の
縁
辺
部
を
回
っ
て

暖
か
く
湿
っ
た
空
気
が
流
入
し
、
前
線
活

動
が
活
発
に
な
る
。
南
海
上
の
台
風
は
、

暖
湿
流
を
送
り
込
む
ポ
ン
プ
の
よ
う
な
役

割
を
し
、
前
線
の
活
動
を
さ
ら
に
活
発
化

さ
せ
る
。
暖
湿
流
域
は
舌
の
よ
う
な
形
を

し
て
い
る
の
で

”
湿
舌

“
と
呼
ば
れ
、

そ
の
先
端
の
前
線
付
近
で
集
中
豪
雨
が
よ

く
起
こ
る
。
風
下
に
あ
た
る
山
の
斜
面
で

は
積
乱
雲
が
次
々
と
入
り
、
短
時
間
の
強

雨
や
突
風
が
あ
り
、
崖
崩
れ
、
鉄
砲
水
な

ど
の
恐
れ
が
あ
る
。

豪
雨
発
生
の
な
い
山
域
で
も
大
気
は
不

安
定
で
、
大
雷
雨
に
な
り
や
す
い
。
ア
プ

ロ
ー
チ
の
段
階
か
ら
危
険
な
の
で
、
予
想

天
気
図
が
集
中
豪
雨
型
に
な
っ
た
ら
、
山

に
は
絶
対
に
近
づ
い
て
は
な
ら
な
い
。

昨
夏
は
八
月
中
旬
に
も
集
中
豪
雨
が
あ

り
、岐
阜
県
白
川
郷
で
は
、土
砂
崩
れ
の
た

め
キ
ャ
ン
プ
客
百
余
人
が
孤
立
。
鳥
帽
子

小
屋
か
ら
下
山
し
た
麗
澤
大
学
山
の
会
の

パ
ー
テ
ィ
ー
の
う
ち
、
二
人
が
濁
流
に
流

さ
れ
、　
一
人
が
行
方
不
明
と
な
っ
た
の
は
、

痛
ま
し
い
事
故
と
し
て
記
憶
に
残
っ
た
。

こ
の
他
、
雨
天
中
の
行
動
で
ス
リ
ッ
プ
、

道
に
迷
う
、
雨
で
雪
が
ゆ
る
ん
で
発
生
し

た
と
考
え
ら
れ
る
落
石
事
故
が
あ

っ
た
。

大
冷
夏
の
年
や
熱
帯
低
気
圧
が
次
々
と
北

上
す
る
な
ど
、
天
候
不
順
の
年
は
、
長
期

の
縦
走
や
沢
登
り
は
避
け
、
天
候
の
回
復

を
待

っ
て
、
短
期
間
の
山
行
計
画
に
変
え

る
必
要
が
あ
る
。
昨
年
の
夏
を
教
訓
に
し
、

暑
い
夏
は
毎
年
約
束
さ
れ
て
い
る
わ
け
で

は
な
い
こ
と
を
、
登
山
者
は
知
っ
て
お
く

べ
き
で
あ
ろ
う
。

と
こ
ろ
で
、
気
象
庁
の
長
期
予
報
に
よ

る
と
、
今
年
は
夏
ら
し
い
暑
い
夏
が
期
待

で
き
、
昨
年
の
よ
う
な
天
候
不
順
に
は
な

ら
な
い
よ
う
だ
。
と
は
言
っ
て
も
、
北
日

本
に
は
寒
気
の
南
下
す
る
時
期
が
あ
り
、

本
州
の
山
岳
地
帯
は
前
線
に
よ
る
悪
天
が

予
想
さ
れ
る
。

■
夏
山
気
象
の
基
礎

「
ツ
ユ
明
け
十
日
」
と
よ
く
言
わ
れ
る

が
、
ツ
ユ
明
け
後
に
安
定
し
た
夏
空
が
十

日
程
度
続
く
年
は
意
外
と
少
な
い
。
ツ
ユ

が
明
け
て
も
梅
雨
前
線
が
北
日
本
に
残
っ

て
い
る
と
、
東
北
の
山
は
も
ち
ろ
ん
、
北

ア
ル
プ
ス
や
八
ヶ
岳
、
自
山
、
上
越
県
境

の
山
々
も
雨
や
雷
雨
と
な
り
、
悪
天
が
続

ま
た
、
梅
雨
前
線
が
南
下
し
て
ツ
ユ
が

明
け
る
こ
と
も
あ
る
。
南
と
北
の
気
団
の

境
が
な
く
な
っ
て
、
次
第
に
夏
型
の
気
圧

配
置
に
移
行
す
る
が
、
山
岳
地
帯
の
天
候

は
雨
や
雷
雨
で
し
ば
ら
く
は
安
定
し
な
い
。
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日
本
付
近
に
梅
雨
前
線
が
な
く
な
り
、

太
平
洋
高
気
圧
に
広
く
覆
わ
れ
る
よ
う
に

な
れ
ば
、
本
格
的
な
夏
山
シ
ー
ズ
ン
と
な

る
。太

平
洋
高
気
圧
の
勢
力
は
、　
一
週
間
か

ら
十
曰
く
ら
い
の
周
期
で
弱
ま
っ
た
り
強

ま
っ
た
り
す
る
。
弱
ま
る
と
、
図
３
の
よ

う
に
北
日
本
を
低
気
圧
が
通
る
の
で
、
北

海
道
や
東
北
の
山
は
雨
や
雷
雨
と
な
る
し
、

そ
の
他
の
山
で
も
、
寒
冷
前
線
の
通
過
と

そ
の
後
の
上
空
寒
気
の
影
響
で
、
数
日
間

雷
雨
が
続
く
。
前
述
し
た
よ
う
に
、
こ
の

夏
注
意
し
た
い
の
は
、
こ
の
天
気
図
型
で

あ
る
。

雷
雨
と
い
え
ば
、
夏
の
午
後
は
毎
日
の

よ
う
に
あ
り
、
早
立
ち
、
早
着
は
、
登
山

者
の
常
識
と
な
っ
て
い
る
。
上
空
に
寒
気

が
入
る
と
、
発
生
時
間
も
早
ま
り
、
寒
冷

前
線
の
通
過
と
日
中
の
昇
温
が
重
な
る
と
、

大
雷
雨
と
な
る
。

ま
た
、
台
風
は
接
近
数
、
発
生
数
と
も

に
八
月
が
最
も
多
い
。
南
海
上
に
離
れ
て

い
て
も
、　
一
晩
の
う
ち
に
北
上
し
て
嵐
に

遭

っ
た
、
と
い
う
経
験
が
私
に
も
あ
る
。

山
岳
地
帯
は
地
上
よ
り
早
く
影
響
を
受
け

る
の
で
、
台
風
が
南
海
上
に
あ
る
と
き
は
、

ラ
ジ
オ
や
テ
レ
ビ
で
最
新
情
報
を
入
手
す

る
。
進
路
予
想
は
気
象
庁
の
発
表
を
よ
く

聞
き
、
素
人
判
断
は
し
な
い
こ
と
が
鉄
則

で
あ
る
。

夏
山
で
も
よ
く
あ
る
の
は
疲
労
凍
死
、

雨
や
汗
で
濡
れ
た
体
に
強
風
が
吹
き
付
け

る
と
、
体
温
が
急
激
に
下
が
り
、
思
考
能

力
も
低
下
す
る
。
風
速
が

一
メ
ー
ト
ル
増

す
ご
と
に
、
濡
れ
て
い
る
皮
膚
の
温
度
は

一
・
一
～

一
ｏ
七
度
下
が
る
。
二
五
〇
〇

メ
ー
ト
ル
以
上
の
山
で
は
、
真
夏
で
も
雨

天
の
日
の
最
高
気
温
は

一
〇
度
前
後
。
稜

線
で
は
秒
速
二
〇
メ
ー
ト
ル
以
上
の
風
も

珍
し
く
な
い
。

ま
た
、
食
物
の
補
給
が
な
い
と
、
体
温

を
保

つ
た
め
に
エ
ネ
ル
ギ
ー
を
消
耗
し
、

体
温
が
三
ｏ
度
以
下
に
な
っ
て
死
亡
す
る
。

風
の
強
い
雨
天
に
は
無
理
に
行
動
せ
ず
、

四
月
号
の

「山
」
に

「南
側
か
ら
の
視

点
」
と
題
し
て
、
吉
永
会
員
が
中
国

・
ブ

ー
タ
ン
国
境
に
つ
い
て
論
文
を
発
表
さ
れ

た
。
参
考
に
書
か
れ
た
地
図
に
誤
り
が
あ

り
、
当
事
国
で
あ
る
中
国

・
ブ
ー
タ
ン
の

ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
峰
周
辺
の

ブ
ー
タ
ン
政
府
発
行
の
地
図
の
考
察

行
動
中
は
糖
分
の
補
給
を
心
が
け
る
。
下

着
は
速
乾
性
の
化
繊
を
着
用
す
る
な
ど
の

予
防
が
大
切
。

以
上
夏
山
気
象
の
ポ
イ
ン
ト
を
述
べ
た

が
、
最
も
重
要
な
の
は
、気
象
知
識
を
生
か

す
こ
と
で
あ
る
。
悪
天
の
予
想
が
で
き
て

も
、
計
画
の
変
更
や
中
止
が
で
き
な
け
れ

ば
意
味
が
な
い
。
天
候
よ
り
休
暇
や
登
頂

計
画
を
優
先
さ
せ
た
行
動
が
多
く
の
事
故

を
生
ん
で
い
る
。
「ま
た
来
よ
う
ね
」
と
い

え
る
精
神
的
な
余
裕
と
柔
軟
性
が
、
初
心

者
に
も
ベ
テ
ラ
ン
に
も
必
要
な
の
で
あ
る
。

斎
藤
惇
生

誤
解
を
招
く
恐
れ
が
あ
る
の
で
訂
正
し
た

図
は
す
べ
て
、
国
境
線
は
ガ
ン
カ
ー
プ
ン

ス
ム
か
ら
北
東
方
約
二
六
キ
ロ
メ
ー
ト
ル

の
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
に
至
る
線
に
な
っ
て
い

る
と
書
い
て
お
ら
れ
る
。
し
か
し
こ
れ
は

決
し
て
士
塁
公
バ
員
が
書
か
れ
た
地
図
の
よ

う
に
直
線
で
な
い
。
第
１
図
の
ブ
ー
タ
ン

政
府
発
行
の
地
図

（二
五
万
分
の
一
、
等

高
線
な
し
、　
一
九
八
七
年
）
を
見
る
と
、

ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
よ
り
約
三
キ
ロ
北
北

西
へ
向
か
い
、
そ
し
て
転
じ
て
北
東
方
に

延
び
て
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
に
至
っ
て
い
る
。

第
２
図
の
中
国
発
行
の
Ｇ
Ｕ
Ｌ
Ｈ
Ａ
Ｋ

Ａ

Ｎ

Ｇ

Ｒ

Ｉ

（庫

拉

商

日

）

（
ク

ー

ラ

カ

ン
リ
、
二
五
万
分
の

一
、
等
高
線
入
り
、

約

一
ｏ
三
倍
拡
大
）
に
上
記
の
国
境
線
を

記
入
し
て
み
る
と
、
図
の
よ
う
に
な
る
。

＞

ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
よ
リ
リ
ャ
ン
カ
ン
カ
　
“

ン
リ

（七
五
三
四
メ
ー
ト
ル
）
を
結
ぶ
稜

線
を
通
り
、
そ
の
北
の
六
九
二
七
メ
ー
ト

ル
と
記
載
さ
れ
た
地
点
よ
り
北
東
へ
向
か

い
延
び
て
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
に
達
し
て
い
る
。

国
境
に
つ
い
て
は
当
事
国
の
問
題
で
あ

り
、
部
外
国
の
者
が
研
究
し
、
論
じ
る
と

き
は
極
め
て
慎
重
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
。

な
お
、
ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
は

「三
人

の
兄
弟
の
よ
う
な
白
い
氷
河

（雪
）」
の

意
味
で
、
ス
ム
は
数
字
の
三
で
あ
り
、
中

国

（チ
ベ
ッ
ト
）
で
は
ツ
ム
、
ズ
ム
と
発

音
さ
れ
な
い
。

（注

ｏ
ブ
ー
タ
ン
、
中
国
双
方
の
地
図
で

ガ
ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
、
ク
ー
ラ
カ
ン
リ
と

も
標
高
が
異
な
っ
て
い
る
。）

ブータン政府1田7(Wo‖ Ba鰍協力)Lmdsat衛 星写真使用1/2m,000

国境についてはShOuld be taken as adho面 ねtiveの但し書きあり

吉
永
会
員
は
ブ
ー
タ
ン
政
府
発
行
の
地
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マロリー、やはり未登頂か?

江 本 嘉 伸

ジョージ。マロリー、37歳だつた

五
月
二
十
五
日
、
カ
ト
マ
ン
ズ
の

「ヤ

ク

＆

イ
エ
テ
ィ

。
ホ
テ
ル
」
に
は
、
内

外
の
報
道
陣
が
殺
到
し
た
。
エ
リ
ッ
ク

・

サ
イ
モ
ン
ソ
ン
を
リ
ー
ダ
ー
と
す
る

「
マ

ロ
リ
ー
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
捜
索
隊
」
が
下
山
、

五
月

一
日
に
八
二
三
〇
メ
ー
ト
ル
地
点
で

発
見
し
た
ジ
ョ
ー
ジ

。
マ
ロ
リ
ー
と
遺
留

品
に
つ
い
て
、
は
じ
め
て
記
者
会
見
を
開

い
た
の
で
あ
る
。

会
見
の
場
で
は
、
捜
索
隊
が
持
ち
か
え

っ
た
マ
ロ
リ
ー
の
遺
品
の
う
ち
、
マ
ロ
リ

ー
の
イ
ニ
シ
ャ
ル
の
縫
い
取
り
が
あ
る
ス

カ
ー
フ
、
ポ
ケ
ッ
ト
の
中
に
あ

っ
た
氷
河

用
ゴ
ー
グ
ル
、
マ
ロ
リ
ー
が
つ
け
て
い
た

ロ
ー
プ
の
一
部
、
そ
し
て
二
四
年
当
時
の

酸
素
ボ
ン
ベ
が
公
開
さ
れ
た
。

家
族
か
ら
の
手
紙
、
ポ
ケ
ッ
ト
ナ
イ
フ
、

高
度
計
な
ど
そ
の
場
で
公
開
し
な
か
っ
た

他
の
遺
品
を
含
め
、
す
べ
て
の
遺
品
は

「
ア
メ
リ
カ
国
際
登
山
探
検
調
査
基
金

（」ル
【づ
①
■
０
”
”

『
Ｏ
Ｌ
“
Ｑ
”
〓
○
”

「〇
『

Ｈ”
け①
『”
”
〓
〇
”
”
【
〕く【Ｏ
Ｃ
Ｄ
け”
いい
の
①
『ぃ●
∞

国
Ｘ
り
【〇
『”
〓
○
”
∽
”
”
Ｑ
刀
①
∽
①
”
『
Ｏ
ｒ
）
」

に
い
っ
た
ん
寄
託
さ
れ
、
博
物
館
な
ど
で

展
示
す
る
か
ど
う
か
、
あ
る
い
は
遺
族
に

渡
す
か
決
め
ら
れ
る
と
い
う
。

ジ
ョ
ー
ジ

・
リ
ー

・
マ
ロ
リ
ー
は
、　
一

八
八
六

（明
治

一
九
）
年
六
丹
十
八
日
、

英
国
国
教
会
の
牧
師
の
家
の
長
男
と
し
て

生
ま
れ
た
。
恩
師
ア
ー
ヴ
ィ
ン
グ
の
指
導

で
十
八
歳
の
頃
か
ら
登
山
を
は
じ
め
、
や

が
て
、
数
々
の
ア
ル
プ
ス
登
攀
を
こ
な
し

な
が
ら
稀
代
の
ア
ル
ピ

ニ
ス
ト
と
し
て
成

長
し
て
ゆ
く
。

第

一
次
世
界
大
戦
後
の

一
九

一
九
年
、

王
立
地
理
学
協
会
と
英
国
山
岳
会
が
合
同

で

「
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
委
員
会
」
を
作

っ
た

時
、
マ
ロ
リ
ー
は
、
真

っ
先
に
隊
員
に
選

ば
れ
た
の
を
は
じ
め
、
二
次
、
三
次
と
続

い
た
本
隊
の
い
ず
れ
に
も
第

一
線
の
ク
ラ

イ
マ
ー
と
し
て
参
加
し
て
い
る
。

マ
ロ
リ
ー
の
功
績
の
第

一
は
、
ハ
ワ
ー

ド

ｏ
バ
リ
ー
大
佐
を
隊
長
と
す
る

一
九
二

一
年
の

一
次
隊
で
、
ノ
ー
ス
コ
ル
の
ル
ー

ト
を
見
つ
け
た
こ
と
だ
。
東
ロ
ン
ブ
ク
氷

河
へ
の
狭
い
入
り
口
が
わ
か
ら
ず
、
大
変

な
迂
回
を
強
い
ら
れ
た
上
、
九
月
二
十
四

日
に
な
っ
て
、
よ
う
や
く
七
千
メ
ー
ト
ル

の
ノ
ー
ス

ｏ
コ
ル
に
立
ち
、
登
頂
ル
ー
ト

を
見
極
め
た
の
で
あ
る
。
五
月
十
八
日
、

イ
ン
ド
の
ダ
ー
ジ
リ
ン
を
出
発
し
て
か
ら

四
ヵ
月
以
上
か
か
っ
て
い
た
。

翌

一
九
二
二
年
に
は
、
登
頂
を
目
的
と

す
る
本
隊
が
Ｃ

・
Ｇ

ｏ
ブ
ル
ー
ス
を
隊
長

と
し
て
組
織
さ
れ
た
。
ロ
ン
ブ
ク
氷
河
の

末
端
に
ベ
ー
ス
キ
ャ
ン
プ
を
張
り
、
い
よ

い
よ
頂
上
攻
略
に
は
い
っ
た
。

マ
ロ
リ
ー
は
、
無
論
そ
の
先
頭
に
い
た
。

マ
ロ
リ
ー
た
ち
は
五
月
二
十
日
に
は
八

三
二
五
メ
ー
ト
ル
と
、
人
類
と
し
て
は
じ

め
て
八
千
メ
ー
ト
ル
を
越
え
た
。
し
か
し
、

二
回
の
ア
タ
ッ
ク
の
失
敗
後
、
六
月
七
日
、

ノ
ー
ス
コ
ル
の
斜
面
で
雪
崩
が
発
生
、
七

人
の
シ
ェ
ル
パ
が
死
亡
す
る
と
い
う
悲
痛

な
事
態
と
な
り
、
登
山
は
終
了
し
た
。

マ
ロ
リ
ー
は
、　
一
次
、
二
次
隊
で
の
活

躍
で
、
エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
登
山
の
”ス
タ
ー
“

と
な

っ
た
。
も
と
も
と
、
そ
の
容
姿
は

「ギ
リ
シ
ァ
の
神
の
よ
う
」
と
形
容
さ
れ

た
登
山
家
だ
。
資
金
集
め
の
目
的
か
ら
、

あ
ち
こ
ち
の
講
演
に
駆
り
出
さ
れ
た
。

国
内
だ
け
で
な
く
、　
一
九
二
三
年
に
は

三
カ
月
間
、
米
各
地
を
講
演
旅
行
し
て
い

る
。
そ
の
年
の
三
月
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク
で

講
演
し
た
際
、
ニ
ュ
ー
ョ
ー
ク

ｏ
タ
イ
ム

ズ
紙
の
イ
ン
タ
ビ
ュ
ー
を
受
け
た
。
「な

ぜ
エ
ヴ

エ
レ
ス
ト
に
行
く
の
で
す
か
？
」

と
の
質
問
に
答
え
て
、
こ
う
言
っ
た
。

「ω
①
８
Ｃ
∽
①
〓

い∽
多
①
『
①

（そ
れ
が
、

そ
こ
に
あ
る
か
ら
）」

や
が
て
、
こ
の
言
葉
は
世
界
中
に
広
ま

る
こ
と
と
な

っ
た
。

そ
し
て
、
運
命
の

一
九
二
四
年
、
第
三

次
隊

（隊
長
は
、
二
次
隊
と
同
じ
ブ
ル
ー

ス
）
が
チ
ベ
ツ
ト
に
向
か
っ
た
。
三
十
七

歳
に
な

っ
た
ジ
ョ
ー
ジ

・
マ
ロ
リ
ー
は
、

弱
冠
二
十
二
歳
の
ア
ン
ド
ル
ー

・
ア
ー
ヴ

ィ
ン
と
と
も
に
、
第
二
次
ア
タ
ッ
ク
隊
と

し
て
六
月
八
日
早
朝
、
第
六
キ
ャ
ン
プ
を

出
た
。
第
五
キ
ャ
ン
プ
に
い
た
ノ
エ
ル

・

オ
デ
ル
が
目
撃
し
た
二
人
の
姿
が
最
後
と

な
っ
た
。

マ
ロ
リ
ー
と
ア
ー
ヴ
ィ
ン
は
頂
上
に
達

し
た
の
だ
ろ
う
か
、
そ
れ
と
も
途
中
で
力

尽
き
た
の
だ
ろ
う
か
。
そ
の
こ
と
に
つ
い

て
の
、
果
て
し
な
い
議
論
が
始
ま
っ
た
。

二
人
を
最
後
に
目
撃
し
た
オ
デ
ル
は
、

登
頂
し
、
降
路
で
道
を
失
い
、
倒
れ
た
の

で
は
な
い
か
、
と
主
張
し
た
。
八
ｏ
年
八

月
、
日
本
山
岳
会
の
招
き
で
来
日
し
た

（八
十
九
歳
に
な
っ
て
い
た
）
時
も

「お

そ
ら
く
頂
上
に
立
っ
た
と
思
い
ま
す
。
し

か
し
、
下
降
中
に
な
に
か
ま
ず
い
こ
と
が

あ
っ
て
、
帰
っ
て
こ
ら
れ
な
か
っ
た
の
だ
、

(4)
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オデル (下方に立っている人物)が最後にマロリー、アーヴィンを
見た場面の再現図。ノエル著「ThЮ ugh Tibetto Everest」 (1927年 )

から

と
」
と
語
っ
て
い
る
。

し
か
し
、
三
次
隊
で
大
ク
ー
ロ
ワ
ー
ル

の
八
五
七
二
メ
ー
ト
ル
地
点
ま
で
登
り
、

最
高
到
達
記
録
を
作
っ
た
ノ
ー
ト
ン
は
じ

め
他
の
メ
ン
バ
ー
は
、
時
間
か
ら
い
え
ば

登
頂
以
前
に
ス
リ
ッ
プ
し
た
可
能
性
の
方

が
強
い
の
で
は
な
い
か
、
と
の
立
場
を
と

っ
た
。

今
回
、
「
マ
ロ
リ
ー
、
ア
ー
ヴ
ィ
ン
捜

索
隊
」
は
、
二
人
が
頂
上
ま
で
登
っ
た
可

能
性
を
確
か
め
る
た
め
に
、
ユ
ニ
ー
ク
な

方
法
を
試
み
た
。

発
見
者
の
コ
ン
ラ
ッ
ド

・
ア
ン
カ
ー
と

デ
イ
ブ

・
ハ
ー
ン
の
二
人
の
ク
ラ
イ
マ
ー

は
、
今
度
は
頂
上
を
め
ざ
し
、
そ
の
途
中
、

第
ニ
ス
テ
ッ
プ
で
フ
リ
ー
登
攀
を
試
み
た

の
で
あ
る
。
な
ぜ
、
フ
リ
ー
で
登
る
必
要

が
あ
っ
た
の
か
。

も
と
も
と
北
東
稜
上
部
に
は

「第

一
ス

テ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
岩
場
と
、
そ
の
上

部
の

「第
ニ
ス
テ
ッ
プ
」
と
呼
ば
れ
る
三

つ
の
難
所
が
あ
る
。
「第

一
」
は
た
い
し

て
難
し
く
な
い
が
、
「第
二
」
は
か
な
り

手
ご
わ
く
、　
一
九
六
ｏ
年
に
中
国
隊
の
王

富
洲
ら
三
人
が
登
頂
し
た
時
は
三
時
間
以

上
を
か
け
、
三
メ
ー
ト
ル
の
ス
ラ
ブ
を
最

後
に
は
肩
車
し
て
乗
っ
越
し
た
、
と
い
う
。

し
か
し
、
こ
の

「第
ニ
ス
テ
ッ
プ
」
は

一
九
七
五
年
以
降
、
ぐ
ん
と
楽
に
な
っ
た
。

こ
の
年
第
二
登
を
果
た
し
た
中
国
隊
が
、

立
派
な
梯
子
を
か
け
て
し
ま
つ
た
か
ら
だ
。

マ
ロ
リ
ー
た
ち
の
時
代
に
は
、
勿
論
何

も
な
か
っ
た
。
同
じ
条
件
で
登
り
、
ど
の

く
ら
い
時
間
が
か
か
る
も
の
か
確
か
め
よ

う

、
と
、

ア
ン
カ

ー
は
、

フ
リ
ー
登

攀

に
挑
戦
し
た

の

で
あ
る
。

「核
心
部
の
三
メ
ー

ト

ル
は
、

５

ｏ
８

ぐ
ら

い
の
難

し
さ
。

四
時
間
か
か

っ
た
。

で
も

、
第

ニ

ス
テ

ッ
プ
が
技
術
的

に

難
し

い
か
ら
、
と

い
う

の
で
は
な
く

上
部
全
体

の
難
し

さ
か
ら
見

て
、
個

人
の
意
見
だ
が
、
マ
ロ
リ
ー
た
ち
が
登
頂

で
き
た
可
能
性
は
な
い
、
と
思
う
」
と
、

ア
ン
カ
ー
は
会
見
で
話
し
た
。

今
ま
だ
結
論
は
出
せ
な
い
が
、
少
な
く

と
も
状
況
は
、
オ
デ
ル
よ
り
は
ノ
ー
ト
ン

の
主
張
に
近
い
も
の
で
あ
っ
た
、
と
言
え

そ
う
だ
。

七
五
年
の
中
国
隊
の
キ
ャ
ン
プ

・
サ
イ

ト
に
近
い
場
所
に

「英
国
人
」
の
遺
体
を

見
た
、
と
い
う
王
洪
宝
の
証
言
に
つ
い
て
、

サ
イ
モ
ン
ソ
ン
は

「
マ
ロ
リ
ー
の
遺
体
に

誰
か
が
近
づ
い
た
形
跡
は
ま
っ
た
く
な
く
、

七
五
年
の
目
撃
は
別
人
物
」
と
の
見
方
を

と

っ
て
い
る
。
王
は
、
「英
国
人
」
の
遺

体
を
雪
を
か
ぶ
せ
て
埋
め
た
、
と
当
時
言

っ
て
お
り
、
そ
う
い
う
痕
跡
は
な
か
っ
た
、

と
い
う
こ
と
だ
ろ
う
。

と
す
れ
ば
、
王
が
見
た
の
は
ア
ー
ヴ
イ

ン
で
あ

つ
た
か
も
し
れ
な
い
。

エ
ヴ
エ
レ
ス
ト
委
員
会
の
委
員
長
と
な

っ
た
フ
ラ
ン
シ
ス

ｏ
ヤ
ン
グ
ハ
ズ
バ
ン
ド

は
一一者
圭
日
「↓

，
①
国
り
【０
０
「
〓
一Ｏ
Ｃ
い
け

国
く
の
お
∽け」
の
中
で
、
マ
ロ
リ
ー
た
ち
の

こ
と
を
、
こ
う
追
想
し
て
い
る
。

「彼
ら
が
ど
こ
で
、
い
つ
死
ん
だ
の
か
は

わ
か
ら
な
い
。
し
か
し
、
か
つ
て
人
々
が

葬
ら
れ
た
ど
ん
な
高
い
地
よ
り
さ
ら
に

一

万
フ
ィ
ー
ト
も
高
い
場
所
で
、
エ
ヴ
エ
レ

ス
ト
の
腕
に
抱
か
れ
て
二
人
は
、
永
遠
に

眠
っ
て
い
る
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
は
確
か
に

彼
ら
の
肉
体
は
征
服
し
た
。
し
か
し
、
彼

ら
の
精
神
は
生
き
続
け
て
い
る
。
こ
れ
か

ら
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
峰
に
登
る
者
た
ち
は
マ
ロ

リ
ー
と
ア
ー
ヴ
ィ
ン
の
こ
と
を
思
わ
ず
に

は
い
ら
れ
な
い
だ
ろ
う
」

眠
り
を
覚
ま
さ
れ
た
マ
ロ
リ
ー
は
、
自

分
の
い
る
場
所
に
う
ん
ざ
り
し
た
こ
と
だ

ろ
う
。
エ
ヴ
ェ
レ
ス
ト
は
、
こ
の
春
だ
け

で
南
北
両
サ
イ
ド
か
ら
百
人
が
頂
上
に
立

っ
た
。
二
十
時
間
も
頑
張
り
、
頂
上
滞
在

最
長
時
間
を
記
録
し
た
シ
ェ
ル
パ
や
、
南

峰
で
断
念
し
た
ポ
カ
ラ
の
十
五
歳
の
少
年

も
い
る
。
し
か
し
、
深
刻
な
の
は
、
マ
ロ

リ
ー
に
続
い
た
こ
の
山
の
犠
牲
者
た
ち
だ
。

今
回
、
北
東
稜
だ
け
で
十
七
人
の
遺
体
を

見
つ
け
た
、
と

「
マ
ロ
リ
ー
、
ア
ー
ヴ
ィ

ン
捜
索
隊
」
は
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト

◆
ホ
ー

ム
ペ
ー
ジ
で
報
告
し
て
い
る
。

(5)
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生
目

巨
ロ

睾
甲

第
七
回
　
山
を
語
る

ガ

ツ
シ
ャ
ブ
ル
ム
Ⅱ
峰
に

登
頂
し
て

昨
年
十
二
月
十

一
日
、
ガ
ッ
シ
ャ
ブ
ル

ム
Ⅱ
の
登
頂
成
功
か
ら
ま
だ
半
年
も
経
っ

て
い
な
い
渡
邊
玉
枝
さ
ん
か
ら
話
を
聞
く

会
を
開
い
た
。
登
頂
時
の
模
様
は
会
報
六

四
六
号
に
ご
本
人
が
素
晴
ら
し
い
手
記
を

寄
せ
て
お
ら
れ
る
の
で
、
そ
ち
ら
を
読
ん

で
い
た
だ
き
た
い
。
今
回
は
活
発
な
質
疑

応
答
が
続
き
、
耳
を
傾
け
る
べ
き
話
題
が

多
か
っ
た
の
で
、
興
味
深
か
っ
た
も
の
を

一
、
二
紹
介
し
て
お
こ
う
。

昨
今
、
パ
キ
ス
タ
ン
の
山
で
は
ネ
パ
ー

ル
か
ら
の
シ
ェ
ル
パ
の
入
山
が
不
許
可
と

な
っ
て
、
現
地
の
ハ
イ
ポ
ー
タ
ー
を
雇
う

よ
う
に
な
っ
た
。
各
地
か
ら
ま
ん
べ
ん
な

く
雇
用
し
て
ほ
し
い
と
の
要
請
で
、
フ
ン

ザ
か
ら
十
人
、
バ
ル
チ
ス
タ
ン
か
ら
七
人
、

ス
カ
ル
ド
か
ら
三
人
と
い
う
構
成
に
な
っ

た
。
彼
ら
に
は
気
質
や
技
術
的
な
面
で
違

い
が
あ
り
、
そ
れ
ぞ
れ
の
地
域
差
が
感
じ

ら
れ
て
興
味
深
い
面
も
あ

っ
た
が
、
ち
ょ

っ
と
し
た
ト
ラ
ブ
ル
の
も
と
に
も
な
っ
て

い
る
。

し
か
し
教
育
の
成
果
が
現
れ
て
、
徐
々

に
質
的
に
向
上
し
て
い
る
し
、
日
本
語
が

で
き
る
ガ
イ
ド
も
出
現
し
、
英
語
を
使
わ

な
く
て
も
い
い
の
で
、
誤
解
を
避
け
る
こ

と
が
で
き
て
便
利
に
な
っ
た
。

ロ
ー
ポ
ー
タ
ー
は
出
身
の
村
ご
と
に
老

若
が
グ
ル
ー
プ
を
結
成
し
、
長
老
格
の
者

が
ま
と
め
役
と
な
っ
て
和
気
あ
い
あ
い
の

雰
囲
気
を
醸
し
、
隊
員
を
も
明
る
い
気
持

ち
に
さ
せ
て
く
れ
た
。
そ
れ
を
約
五
十
人

に

一
人
の
割
合
で
い
る
サ
ル
ダ
ー
ル
が
ま

と
め
て
い
る
た
め
、
ト
ラ
ブ
ル
の
処
理
や

賃
金
の
支
払
い
も
ス
ム
ー
ズ
で
、
合
理
的

な
組
織
だ

っ
た
。

中
高
年
者
の
隊
で
は
、
気
を
つ
け
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
が
い
ろ
い
ろ
あ
る
が
、

今
回
は
そ
の

一
端
が
現
れ
た
観
が
あ
る
。

そ
れ
は
高
所
で
の
薬
の
服
用
で
あ
る
。
平

地
で
は
何
ら
問
題
が
な
い
薬
で
も
、
酸
素

の
少
な
い
高
地
で
は
、
そ
の
及
ぼ
す
影
響

に
は
十
分
な
注
意
が
必
要
で
あ
る
こ
と
は

前
か
ら
指
摘
さ
れ
て
い
た
が
、
図
ら
ず
も

そ
れ
が
実
証
さ
れ
た
場
面
が
あ
っ
た
。

他
に
も
三
つ
の
八
千
メ
ー
ト
ル
峰
の
登

頂
を
初
め
と
し
て
、
多
く
の
山
を
登
っ
た

渡
邊
さ
ん
な
ら
で
は
の
話
題
が
続
出
。
パ

キ
ス
タ
ン
と
ネ
パ
ー
ル
の
人
々
の
気
質
の

違
い
、
現
地
食
の
事
情
、
中
高
年
の
高
所

登
山
の
体
力
的
な
問
題
や
ト
レ
ー
ニ
ン
グ

の
こ
と
、
ゴ
ミ
処
理
の
実
践
、
構
成
メ
ン

バ
ー
の
こ
と
な
ど
な
ど
、
司
会
者
が
終
了

時
刻
の
到
来
を
告
げ
る
ま
で
質
問
が
続
い

た
。
そ
れ
は
、
誰
も
が
身
近
な
も
の
と
し

て
こ
の
登
山
を
捉
え
て
い
た
た
め
と
思
わ

れ
る
。

た
だ

「登
頂
で
き
た
の
は
運
が
よ
か
っ

た
か
ら
」
の
謙
虚
な
言
葉
を
額
面
ど
お
り

受
け
取
っ
て
は
な
ら
な
い
実
力
の
持
ち
主

で
あ
る
こ
と
と
、
最
近
の
海
外
登
山
ブ
ー

ム
に
対
し
て
示
唆
に
富
ん
だ
指
摘
が
な
さ

れ
て
い
た
こ
と
を
つ
け
加
え
て
お
こ
う
。

（泉
　
久
恵
）

第
三
十
回

「山
岳
図
書
を
語
る
タ
ベ
」

山
岳
写
真
撮
影
の
面
白
さ

『
ヒ
マ
ラ
ヤ
名
峰
事
典
」
を
は
じ
め
多

く
の
写
真
集
で
知
ら
れ
る
藤
田
弘
基
氏
を

四
月
十
四
日
、
ル
ー
ム
に
お
招
き
し
て
取

材
に
ま
つ
わ
る
お
話
を
う
か
が
っ
た
。
以
　
＞

下
は
概
要
で
あ
る
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
“

な
ぜ
山
の
写
真
を
撮
る
の
か
？
　
と
聞

か
れ
れ
ば
、
中
学
生
の
頃
マ
ナ
ス
ル
、
チ

ョ
ゴ
リ
ザ
、
そ
し
て
処
女
峰
ア
ン
ナ
プ
ル

ナ
の
本
に
啓
発
さ
れ
、
現
場
で
撮
る
写
真

家
を
目
指
し
た
と
い
う
。

一
九
七
四
～
七
九
年
春
ま
で
ネ
パ
ー

ル

・
カ
ト
マ
ン
ズ
に
住
み
、
東
は
カ
ン
チ

ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
か
ら
西
の
ア
ピ
ま
で
十

一

山
群
を
取
材
。
当
時
は
入
山
許
可
を
取
る

の
が
大
変
な
こ
と
で
あ
っ
た
。

山
の
写
真
は
、
歩
く
、
登
る
、
よ
い
シ

ェ
ル
パ
と
の
コ
ミ
ュ
ニ
ケ
ー
シ
ョ
ン
が
大

切
で
、
今
思
う
と
辛
い
こ
と
が
多
か
っ
た
。

最
高
七
三
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
地
点
に
テ
ン

ト
を
張
り
、
山
を
狙
っ
た
。
今
で
も
六
〇

8000m峰登頂について語る渡遣玉枝さん

日本山岳会の各委員会

同好会の活動報告です。
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〇
〇
メ
ー
ト
ル
の
高
さ
に
ニ
カ
所
テ
ン
ト

を
設
営
し
滞
在
す
る
。
六
十
歳
の
今
日
ま

で
、
安
全
第

一
を
旨
に
綿
密
な
計
画
を
練

り
無
事
故
で
あ
る
。

ヵ
メ
ラ
は
過
酷
な
使
用
条
件
に
耐
え
、

分
解
掃
除
が
で
き
て
電
池
を
使
わ
な
い
リ

ン
ホ
フ
４
×
５
、
ハ
ツ
セ
ル
６
×
６
を
主

に
使
用
、
切
蓬
還
レ
ン
ズ
は
大
気
感

・
密
度

が
薄
く
な
る
の
で
使
わ
な
い
。
立
体
感
を

出
す
た
め
に
は
、
対
峙
す
る
山
に
カ
メ
ラ

が
水
平
で
撮
れ
る
地
点
ま
で
登
る
。
八
〇

〇
〇
メ
ー
ト
ル
峰
を
狙
う
に
は
六
〇
〇
〇

メ
ー
ト
ル
く
ら
い
ま
で
登
つ
て
テ
ン
ト
を

張
り
、
最
良
の
機
会
を
う
か
が
う
。

６５
か

∞
ミ
リ
の
広
角
レ
ン
ズ
を
使
う
と
展
望
が

広
が
る
。

写
真
は
二
十
四
時
間
撮
れ
る
。
昼
は
紫
外

線
、
夜
は
赤
外
線
が
支
配
す
る
。
日
の
出
、

日
没
前
後
は
境
目
で
そ
の
特
色
が
出
る
。

ネ
パ
ー
ル
の
緯
度
は
奄
美
、
沖
縄
と
、

ヒマラヤでの撮影について語る藤田弘基氏

カ
ラ
コ
ル
ム
の
Ｋ
２
は
東
〓示
と
緯
度
が
ほ

ぼ
同
じ
だ
か
ら
、
星
座
は
沖
縄
、
東
京
の

空
と
同
じ
も
の
が
撮
れ
る
。

ヒ
マ
ラ
ヤ
で

一
番
華
麗
な
ネ
パ
ー
ル
は
、

食
糧
、
物
価
、
人
間
関
係
が
よ
く
、
雨
期

は
幻
想
的
で
素
晴
ら
し
い
。
花
が
咲
き
、

暑
さ
と
湿
度
が
あ
り
、
楽
し
い
。
雨
期
と

い
っ
て
も
午
前
中
は
晴
れ
る
の
に
、　
一
般

的
に
ト
レ
ツ
キ
ン
グ
は
秋
が
多
く
、
と
く

に
日
本
人
は
年
末
年
始
に
多
い
が
、
寒
さ

と
乾
燥
で
高
度
障
害
を
招
き
や
す
い
。
も

っ
と
季
節
を
考
え
る
と
よ
い
と
思
う
。

人
と
自
然
の
接
点

（カ
ル
カ
と
定
住
村

の
中
間
）
に
チ
ベ
ッ
ト
密
教
の
寺
が
あ
る
。

人
間
、
極
限
に
住
む
と
大
変
な
能
力
を
発

揮
す
る
も
の
だ
と
感
じ
る
。
チ
ベ
ッ
ト
、

ブ
ー
タ
ン
、
シ
ツ
キ
ム
、
ネ
パ
ー
ル
、
ラ
ダ

ッ
ク
な
ど
の
百
三
十
二
カ
所
の
寺
を
め
ぐ

リ
チ
ベ
ッ
ト
仏
教
シ
リ
ー
ズ
を
ま
と
め
た
。

今
後
も
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
二
十
四
時
間
、
こ

の
地
域
に
住
む
人
々
の
作
る
文
化
を
対
象

に
ラ
イ
フ
ワ
ー
ク
と
し
た
い
。（三

沢

一
三
）

第
二
回
ク
ロ
カ
ン
セ
ミ
ナ
ー

妙
高
高
原
で
開
催

山
げ
ら
の
会
主
催
の
ク
ロ
カ
ン
セ
ミ
ナ

ー
に
今
回
も
参
″加
し
ま
し
た
。
今
年
の
セ

ミ
ナ
ー
は
昨
年
と
同
様
、
妙
高
高
原
池
ノ

平
温
泉
、
池
洒
屋
旅
館
に
宿
泊
し
て
、
二

泊
三
日
の
予
定
で
行
わ
れ
ま
し
た
。

あ
い
に
く
天
候
に
は
恵
ま
れ
な
か
っ
た

の
で
す
が
、
参
″加
し
た
ク
ロ
カ
ン
愛
好
者

は
、
充
実
し
た
プ
ロ
グ
ラ
ム
を
十
分
楽
し

ん
だ
こ
と
と
思
い
ま
す
。

三
月
十
九
日
午
後
、
横
山
先
生
の
ご
指

導
で
水
平
滑
走
訓
練
を
行
い
、
三
日
目
は

北
川
先
生
と
中
央
大
学
ス
キ
ー
部
四
年
の

山
田
さ
ん
の
指
導
で
、
昨
日
の
復
習
を
雪

の
降
り
し
き
る
中
、
熱
心
に
反
復
練
習
。

さ
ら
に
三
キ
ロ
コ
ー
ス
の
試
走
。
午
後
は

五
キ
ロ
コ
ー
ス
ヘ
の
チ
ャ
レ
ン
ジ
。
そ
し

て
最
終
日
は
、
山
田
さ
ん
の
案
内
で
、
林

間
コ
ー
ス
の
散
策
と
、
盛
り
だ
く
さ
ん
な

メ
ニ
ュ
ー
で
し
た
。

ま
ず
教
わ
っ
た
こ
と
、
そ
れ
は
ク
ロ
カ

ン
は
歩
く
の
で
は
な
く
滑
走
す
る
こ
と
。

私
た
ち
は
普
段
片
足
か
ら
片
足
へ
の
体
重

の
移
動
で
簡
単
に
歩
行
し
て
い
る
に
も
か

か
わ
ら
ず
、
ひ
と
た
び
ス
キ
ー
を
つ
け
る

と
、
こ
の
体
重
の
移
動
が
う
ま
く
で
き
ず
、

ス
キ
ー
を
引
き
ず
る
癖
か
ら
解
放
さ
れ
な

い
の
は
ど
う
し
て
で
し
ょ
う
か
？
　
ご
指

導
い
た
だ
い
た
先
生
か
ら
の
助
言
と
し
て
、

あ
る
程
度
の
ワ
ッ
ク
ス
技
術
を
習
得
す
る

こ
と
が
ポ
イ
ン
ト
。
ス
キ
ー
が
よ
く
滑
っ

て
こ
そ
ク
ロ
ス
カ
ン
ト
リ
ー
は
楽
し
め
る

か
ら
で
す
。

と
い
う
こ
と
で
、
技
術
的
に
は
苦
労
し

た
セ
ミ
ナ
ー
で
し
た
が
、
周
囲
に
は
若
い

ノ
ル
デ
ィ
ッ
ク
ス
キ
ー
の
選
手
た
ち
が
練

習
し
て
お
り
、
啓
蒙
さ
れ
ま
し
た
。

練
習
の
合
間
に
と
る
コ
ー
ヒ
ー
ブ
レ
イ

ク
は
楽
し
み
の
ひ
と
つ
で
、
巨
大
お
餅
の

入
っ
た
お
汁
粉
が
出
る
わ
、
キ
ャ
ン
デ
ィ

ー
が
出
る
わ
。
雪
中
行
軍
で
は
紅
茶
を
沸

か
し
て
ト
リ
フ
の
チ
ョ
コ
レ
ー
ト
と
果
物

の
サ
ー
ビ
ス
。
宿
舎
で
は
抹
手余
の
お
点
前
、

し
か
も
金
沢
の
和
菓
子
付
と
い
う
豪
華
版
。

す
べ
て
山
げ
ら
の
会
の
皆
さ
ん
と

一
部
の

心
優
し
き
男
性
参
加
者
か
ら
の
差
し
入
れ

で
し
た
。

最
後
の
日
に
、
顔
を
見
せ
た
妙
高
山
も

さ
ぞ
や
楽
し
ん
だ
こ
と
で
し
ょ
う
。
次
回

は
軽
快
な
服
装
で

”
ス
キ
ー
の
寵
児
“
を

回
ず
さ
み
な
が
ら
山
野
を
跛
渉
し
ま
し
よ

う
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
（七
里
　
直
）

アンデス・ブランカ山群トレッキング11日間
①東京→リマ②ワラスヘ③ワラス④ヴァケリアヘ⑤パリア谷へ⑥タ

ルヘ③ワラスヘ⑨リマヘ⑩機内①東京ヘウリパンパヘ

匿1総合カタログ(全 138ベ ージ)ご請求下さい。

硲 月″リツグ」昇ノ≒ど貿』|五釜″
運輸大臣登録一般旅行業490号/日本旅行業協会正会員

〒105-0003港区西新橋 1-12‐ 1(西新橋1森ビル)丁 EL.03‐ 3503日 1911
大阪806(6444)3033名 古屋8052(581)3211 福岡8092(715)1557

(7)

漑̈
一機
¨



山 649-1999・ 6・ 20(第 三種郵便物認可)

の )―D山
わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が支部 とつて お きの 一 山

家族連れで楽しめる山
ぉ く し  し  く や ま 奥獅子吼山は金沢から近 くて、白山から連なる山々や手取川扇状

地を一望できる名山です。ゴンドラを使って登れば、小さなお子さ

ん連れでも無理なく登れる山として人気があります。
ロープウエーの山頂駅から頂上へと続 く道は、なだらかでアップ

ダウンの少ない快適な稜線です。この稜線は春にはスミレ、カタク

リの花が咲き、さながら花街道の趣があります。また秋にはアケビ

採 りが楽しめる稜線です。

なお、ゴンドラを使わずにロープウエー駅の右側の谷を渡 り、杉

林の中を登る道もありますが、稜線に出るまで1時 間ほど急な坂道

を登ることになります。

奥獅子吼山 (928」 m)

コースタイム ロープウエー山頂駅-20分一月惜小屋-2時間一奥獅子吼山

2 地 図 国土地理院発行 1/25,000地形図)鶴来、日直海

交 通
JR西金沢駅一北陸鉄道石川線加賀一宮下車一徒歩一ロープウエー駅

JR金沢駅一加賀一宮(バス)白 峰行 き *鶴来行 き方面バスは市内の兼六園始発 となる

4 付近の観光地
白山比畔神社、パーク獅子吼、ふれあい昆虫館、石川県樹木公園、加賀菊酒の里

*ロ ープウエーの運転日に注意 (TEL・ 07619-2-0600 スカイ獅子吼まで)

参 考 図 書

『日本列島花Maps 北陸の花 part2』 (北隆館刊)

石川県山岳協会編『石川の山』(北 国書籍印刷刊)

石川県勤労者山岳連盟編『新北陸の名山』
問い合わせ先 田伸 116 り|

::::尊
:::::::攀::::::::攀 ::::::::難 ::::

修験道の山

瀧山火山は、もとは山の断面より判断しホマーテ式の火山であっ

たと考えられるが、南側と西側が大きな爆裂火口によつて破壊され

たため、火山らしからぬアルペンフォームを呈 している。植生は、

ブナ原生林がまだ残存 じ、山頂付近では中央蔵王では見られないオ

キナグサ、エゾジヤコウソウ、シモツケソウなどが確認される。

瀧山時代年表によると「851年仁壽元年、慈覚大師が瀧山頂上に

神室堂を創建、本地仏薬師如来」とあり、以後鎌倉時代、正嘉 2年

北条時頼により閉山を申し付けられるまでの約300年大いに繁栄 し

た。とくに山麓一帯に分布する数々の史跡ひとつひとつに先人の足

跡を見る思いがし、修験道の山として栄えた当時の繁栄が偲ばれる。

りゅう ざ ん

瀧山 (1362。 lm)

コースタイム
A:西蔵王登山ローヘラハギー山頂 (2時間30分 )一 蔵王温泉 (1時間30分 )

B:西蔵王登山ロー姥神―山頂 (2時間)

C:西蔵王登山ロー大滝一山頂 (1時間30分)*帰路は姥神コース (1時間30分 )

地 図
国土地理院発行 (1/25,000地 形図)笹谷峠、山形南部、蔵王山

国土地理院発行 (1/50,000地 形図)山形

父 通

JR山形駅―路線バス野草園行き たはタクシーで登山口 (30分 )

山形自動車道・山形蔵王 IC一 西蔵王高原ラインー登山口 (約 15分 )

国道13号線小立交差点一国道53号線―登山口 (約 15分 )

4 付近の観光地

山形野草園 (瀧 山山麓 TEL 0 023-634-4120)
瀧山山麓史跡名所41カ 所の神社仏閣、史跡、名水、名樹など

山形市観光協会 (TEL 0 023-641-1112)平清水焼 :青龍窯 OL0 023-631-2828)
蔵王温泉 :蔵王温泉観光協会 (TEL・ 023-694-9328)

参 考 図 書 「山形百山嘔(無明舎刊 山形県学術調査編『蔵王連峰』

6 問い合わせ先 大場俊司 (9950) 長岡伸恭 ( 1()761)

(8)
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:騨::聯:::攀::攀 ::

「建武中興」ゆかりの山
せ ん じょう さ ん

船上山 (616m)

船上山は伯者大山の東方に位置し、なだらかな山容が船底の形に
似ているところから船上山と呼ばれている。元弘3年名和長年は、
隠岐を脱出した後醍醐天皇を奉じ、船上山の天険に立てこもり、北
条方の佐々木清高を破った話は多くの人が知るところである。
滝あり、断崖絶壁ありと、展望にも恵まれていて、ハイキングに、

岩登りにと楽しい 1日 を過ごすことができる。とくに岩登りのグレ
ンデとして親しまれている屏風岩は幅600mに も及び、岩壁はのし
かかるように迫ってくる。高さ60mの見事な雄滝、雌滝は一見の価
値がある。船上越から伯者大山への縦走路もあるが、今回は古戦場
など史跡巡りを楽しむコースを紹介する。

コースタイム 少年自然の家-20分一林道 0東坂登山口60分一船上山-15分一船上山神社・横手道分
岐-40分一雄滝・雌滝

地 図 国土地理院発行 | 1//25,000地 形 図 1船上山

3 交     通
JR山陰本線赤碕駅一日の九バスー30分
日の丸自動車赤碕駅前案内所 (TEL◆ 0858-55-0607)

4 付近の観光地

伯者大山 (JR米子駅よリバスあり)

皆生温泉 (JR米子駅よリバス、タクシー)

伯者国山岳美術館 (JR伯者溝口駅よリバス、タクシー 肌 00859-63-0396)

5 参 考 図 書

「分県登山ガイド 鳥取県の山』(山 と漢谷社刊) 『大山を歩く」(た たら書房刊)

伯者文庫『大山をめぐる山 』々(今井書店刊) 日本山岳会山陰支部編「山陰の百山」
「大山・その自然と歴史』(山陽新聞社刊)

6 問い合わせ先 」ビ
| 11363 11

::攀
:::::::摯1攀 ::::::摯 ::

ガイ ドブックにない超A級の出
お お づくしや ま

大養出 (827。 7m)
大蓋山は青森県下北半島にあり、高野山、比叡山と並ぶ日本三大

霊山のひとつ恐山、別名「宇曽利山」の中にある。その山を形成し
ているのは、宇曽利山湖を取り囲むようにそびえる大蓋、小蓋、屏
風、釜臥など八つの外輪山、その姿は蓮華八葉と呼ばれている。

江戸中期の国学者・紀行家の菅江真澄は随筆「月の出羽路」の中
で蓋とは橋材を形容したもので、ともに支え合うとの意であろうと
いわれている。夫婦岩と一緒の意で大蓋、小蓋があり、北海道にも

存在する。

山は宇曽利山湖の湖畔を見て1時 間10分ほど平地を歩く。大蓋沢
より登りに入るが、ヒバとブナの原生林が非常に気持ちがよい。峠
の一体地蔵を越えると30分で山頂である。360度のパノラマに恵ま
れ、陸奥湾、津軽海峡、太平洋を臨むことができる。

コースタイム -1 10 -1 」頂

地 図

父 通
JR青森駅―特急30分 一野辺地一JR大湊線-1時間一大湊一バス40分一恐山駐車場
むつ市観光課 (TEL 0 0175-27-1111)

4 付近の観光地
釜臥山 (879m):夜 景が素晴らしい 尻屋崎灯台
薬研 (や げん)温泉 (ⅢL0 0175-34-3311)恐山 (冊L00175-22-3825)

参 考 図 書 菅江真澄著 月の出羽路

6 問い合わせ先 松島静吾 (6192) 中村勉 (9498)

(9)
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の 一
D山

わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が 支 部 と つ て お き の 一 山 わ が支部 とつて お きの一 山

難
¨

一一̈攀
一一

一一難
一一一

蕪

一
秘境、五家荘山地の最高峰 上福根山は五家荘山地の最高峰である。根張りの大きな堂々とし

た山容で、露払いに山大切 (1621m)、 太刀持ちには茶臼山

(1446m)と 見立てると、五家荘部屋の横綱の貫禄十分というとこ

ろ。五家荘南部の樅木、久連子、椎原三地区の中央にあり、登路も

かつてはそれぞれの地区からつけられていた。

近年伐採が進み、林道が開発されて、昔日の面影が薄れつつある

が、東側の山大切へ至る北斜面一帯は、鬱蒼とした天然林に覆われ、

稜線部には重厚なブナ林や、ツクシシャクナゲの群落が見られる。

か ん ぶ く ね や ま

上福根山 (1645m)

コースタイム
久連子・平岩-1時間10分―岩宇土鍾乳洞-30分一岩宇土山-20分一林道川口線-40
分一上福根山

2 地 図 国土地理院発行 1/25,000地形図)椎原

3 父 通

五家荘は路線バスがないので、自家用車またはレンタカーを利用する。

人吉 (バス 1時間14分 )― 頭地 (タ クシー40分)一 久連子

人吉 (バス 1時間40分)一 上玄地一徒歩 8km一 久連子

4 付近の観光地

五家荘一帯 :久連子「古代の里」、樅木「平家の里」民宿あり
五木村「子守り歌の里」民宿あり
*泉村企画振興課 (TEL 0 0965-67-2111)

参 考 図 書

日本山岳会熊本支部設立40周年記念誌『熊本40山』
吉川満著『分県登山ガイド 熊本県の山』(山 と|1笑谷社刊)

渡部智倶人著『九州百山峰』(葦書房刊)

熊本の風土とこころ編集委員会編『熊本の山』(熊本日々新聞社刊)

問い合わせ先 廣永峻一 (10080)本 田誠也 (5421)

りょう ぜ ん

:攀:::::::攀 :::::::攀 :::::::1華 ::::

阿武隈山脈北部、錦秋の名山
霊山は第三紀頃 (3500万 年前)、 花商岩上に噴出した集こん岩で

できている。長い年月の間に風化、浸食が進み、現在の特異な形と

なり、そそり立つ奇岩怪石はひときわ威容を誇り、四季の変化がさ

らに景観をひきたてている。春の岩場に映えるツツジ、そして秋に

は目をみはる紅葉の美しさ……。

優しさの中にも厳しい自然条件が備わっており、地形はまさに天

然の要塞で、延元の昔、陸奥守北畠顕家がこの地に立てこもり、奥

州鎮撫の根拠地としたのもうなずける。

ゆっくり、ゆったりと、太古に夢をはせながら、四季を通して登

山を楽しむことのできる山である。

言語言:Ll」 (825m)

コースタイム
行合道 (登山口、バス停)30分 ―登山口 (駐車場)-30分 一宝寿台-15分一国司沢 (水場)

-15分一親不知子不知 0護摩壇-15分一国司館跡・霊山城跡 (広場)-15分 一東物見

岩・学問岩-10分一天の釣船-10分一五百羅漢岩-15分一日暮岩-20分一登山口

2 地 図 1 25 保原

3 交 通

JR福 島駅下車、福島交通バス相馬行き (約 1時間)、 霊山こどもの村入口か行合道下車

東北自動車道、福島西 ICよ りR l15相 馬方面約32k m(50分 )、 R6相馬市より福島

方面約28k m(40分 )

4 付近の観光地

霊山寺、霊山神社、霊山湧水の里 (キ ャンプ場 )、 紫明峰岩めぐリコースなど。バスの便

が悪いので、掛田よリタクシーがよい (丸和タクシー TEL・ 024-586-1083)
霊山こどもの村・遊びと学びのミュージアム (登山口地内)、 県立自然公園松川浦、相馬港

霊山町観光協会 (TEL 0 024-586-3400)ボ ランテイアの道先案内あり

参 考 図 書 「分県登山ガイド 福島県の山』(山 と|1実 谷社刊
6 問い合わせ先 阿部明義 (9313)

(10)
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攀:::::聯 :::攀::::攀
:::

秋田県の知られざる天下八方
み つ も り や ま

三森出 (1102m)
三森山は秋田と岩手の県境に位置し、平鹿郡山内村黒沢地区の国

道からひときわ高く望まれる山であり、県内岳人にもその存在をあ
まり知られていない。

山頂からは、焼石連峰などの眺望が格別に素晴らしく、地元では

古くから「天下八方」の異名で愛称されている。北斜面一帯は、か
つては広大なブナ地帯であったが、長年の間杉の造林地として開発
され、その林道が年々延長されるにしたがい、アプローチが短くな
った。近年、村で計画していた登山道も3年前にようやく完成、一

般登山者も楽しめる山となった。
上黒沢集落から整備された林道・三森線を行くと杉の造林地が広

がり、さらに進むと道標の立つ登山口がある。造林地の中の小沢を
巻いて進むとジグザグの登り、急斜面を登りきって主稜線を少し進
むと展望の広がる山頂に飛び出す。

コースタイム 登山ロー 2日i

2 地 図 1 25 」、田子内、羽後黒沢
3 父 通 JR北上線辱 ノ ス いのでマ タクシー

4 付近の観光地
三叉温泉、相野々温泉、鶴ケ池公園

白木峠ハイキングコース、筏の大杉
参 考 図 書 とくになし

6 問い合わせ先 佐々木民秀 | 5748)

::攀::::攀:華::::::攀 ::

鈴鹿のヴアイスホルン

鈴鹿山脈は、滋賀、岐阜、三重の三県にまたがり、北は関ケ原か
ら霊仙山を起こし、南進して俗に “伊賀越え"と いう加太越 (かぶ
とごえ、507m)で終わる。この中で一番さっそうとした山容を誇
るのが鎌ケ岳である。山頂から激しく侵食を受け、アルプス的で、
鈴鹿の槍と称される山容は、どこから見ても納得できる。
昔、都より東国へ下った征夷大将軍の坂上田村麿も、京へ上った

弥次さん、喜多さんも鎌ケ岳を仰ぎ見て気に留めたに違いなかろう。
鎌はそんな印象に残る山で、鈴鹿のヴァイスホルンである。

鎌ケ岳には多くのルー トがある。雲母 (き らら)峰よりの縦走、
水沢峠より鎌尾根を登るルート、谷歩きの長石谷、三ツロ谷、宮妻
峡からカズラ谷、ニゴリ谷から岳峠など、バリエーションは豊富。

か ま が た け

鎌ケ岳 (1157m)

コースタイム
近鉄湯の山線、湯の山駅よリバスー湯の山温泉 (登山口)-1時間一武平峠-1時間30
分一鎌ケ岳山頂 *ロ ープウエー、リフトを乗 り継げば20分で山頂ヘ

地 図 )御在所 [ 1//50。 000地形図)御在所山、亀山

3 父 通

近鉄名古屋駅―特急1時 間―湯の山温泉駅一バス10分一湯の山温泉
近鉄難波駅―特急2時間20分、近鉄四日市駅一バス50分一宮妻口
東名阪自動車道四日市 ICよ り鈴鹿スカイライン経由-45分一武平峠

4 付近の観光地

湯の山温泉 :鈴鹿の名湯  御在所山頂 ;カ モシカセンター、自然科学博物館
*近鉄テレフォンセンター (TEL・ 052-561-1604)
*湯の山観光協会 (肌 00593-92-3155)

参 考 図 書

日本山岳会東海支部編『名古屋からの山なみ」(中 日新聞社刊)

日本山岳会東海支部編『名古屋周辺・山旅徹底ガイド 台高、鈴鹿、奥美濃編」
「続・山旅徹底ガイド 裏木曾、東濃、奥三河」(中 日新聞社刊)

6 問い合わせ先 野呂邦彦 (9569) 萩徹 (10827)

(11)
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東

西
南

北

イラスト 野田四郎

会
員
の
皆
様
の
ご
意
見
、
エ
ッ
セ
イ
、
俳
句
、
短
歌
、

詩
な
ど
を
掲
載
す
る
ペ
ー
ジ
で
す
。
ど
し
ど
し
ご
投

稿
く
だ
さ
い
。

（紙
面
に
限
り
が
あ
り
ま
す
の
で
、

一
点
に
つ
き
二
〇
〇
字
詰
原
稿
用
紙
五
～
六
枚
で
お

願
い
し
ま
す
）

水
越
武
さ
ん
に
ふ
た
つ
の
朗
報

杉
本
　
誠

本
会
会
員
の
写
真
家
、
水
越
武
さ
ん
に

ふ
た
つ
の
朗
報
が
あ
る
。　
一
つ
は
昨
年
、

岩
波
書
店
か
ら
出
版
し
た
写
真
集

『森
林

列
島
』
が
毎
日
新
聞
社
主
催
の
第
十
八
回

土
門
拳
ュ員
を
受
賞
し
た
こ
と
で
あ
る
。
同

書
に
つ
い
て
は

『山
岳
』
第
九
三
年
号
に

詳
細
に
紹
介
し
た
が
、
ド
キ
ュ
メ
ン
タ
リ

ー
な
傾
向
が
多
い
同
賞
の
中
で
、
日
本
の

生
態
系
保
存
の
大
切
さ
を
静
か
に
、
し
か

も
確
か
な
映
像
で
記
録
し
た
『森
林
列
島
』

は
、
最
も
現
代
的
な
課
題
を
提
供
す
る
も

の
と
し
て
高
い
評
価
を
受
け
た
。
授
賞
式

は
四
月
十
四
日
に
毎
日
新
聞
社
パ
レ
ス
サ

イ
ド
ビ
ル
九
階
の
ア
ラ
ス
カ
で
行
わ
れ
、

そ
の
受
賞
作
品
展
が
銀
座
ニ
コ
ン
サ
ロ
ン

（五
月
十

一
～
十
七
日
）、
大
阪
ニ
コ
ン
サ

ロ
ン

（六
月
三
～
十
五
日
）
で
開
催
さ
れ

た
。も

う

一
つ
は
イ
タ
リ
ア
国
立
ト
リ
ノ
山

岳
博
物
館
が
企
画

・
主
催
す
る
写
真
展

「
四
人
の
外
国
写
真
家
が
見
た
ト
リ
ノ
地

方
の
渓
谷
」
に
水
越
さ
ん
が
日
本
人
作
家

と
し
て
参
″加
し
、
そ
の
展
覧
会
が
三
月
十

中央が水越武氏

二
日
か
ら
五
月
三
十
日
ま
で
同
館
で
開
か

れ
た
こ
と
だ
。
他
の
三
人
は
チ
ェ
コ
、
カ

ナ
ダ
、
ア
メ
リ
カ
か
ら
選
ば
れ
、
そ
れ
ぞ

れ
十
五
日
間
の
日
程
で
定
め
ら
れ
た
渓
谷

を
撮
影
し
て
三
十
六
枚
ず
つ
を
展
示
し
た
。

現
地
か
ら
の
報
道
に
よ
れ
ば
、
東
洋
の
黒

の
表
現

（す
べ
て
モ
ノ
ク
ロ
写
真
）
に
深

い
関
心
が
集
ま
っ
て
い
る
と
い
う
。
ト
リ

ノ
展
終
了
後
は
イ
タ
リ
ア
国
内
を
巡
回
す

る
予
定
。

杉
山
さ
ん
の
時
代

児
玉
　
茂

今
年

（
一
九
九
九
）

一
月
を
以

っ
て
、

二
十
七
年
間
日
本
山
岳
会
の
事
務
職
を
勤

め
上
げ
ら
れ
た
杉
山
都
子
さ
ん
が
退
職
さ

れ
た
。
日
ご
ろ
ル
ー
ム
を
利
用
さ
れ
る

方
々
は
も
ち
ろ
ん
の
こ
と
、
上
京
さ
れ
て

立
ち
寄
ら
れ
る
方
々
、
ま
た
電
話
で
話
を

さ
れ
た
数
多
い
会
員
に
と
っ
て
、
い
つ
も

そ
こ
に
い
た
杉
山
さ
ん
が
い
な
い
の
は
少

し
寂
し
い
こ
と
か
と
思
う
。

古
い
会
報
を
引
っ
張
り
出
し
て
、
杉
山

さ
ん
が
事
務
所
に
勤
め
は
じ
め
た
と
き
の

記
事
を
探
し
て
み
た
。　
一
九
七
二
年
六
月

の
三
二
四
号
、
五
月
理
事

◆
評
議
員
会
の

報
告
事
項
の
中
に
、
「前
任
者
佐
々
木
光

子
氏
退
職
に
よ
る
新
任
」
と
記
さ
れ
て
い

る
。会

長
は
三
田
幸
夫
さ
ん
、
副
会
長
は
吉

沢

一
郎
さ
ん
と
成
瀬
岩
雄
さ
ん
で
、
職
員

採
用
に
係
わ
る
総
務
担
当
は
中
屋
健
式
さ

ん
、
林
和
夫
さ
ん
、
伊
倉
剛
三
さ
ん
と
い

う
陣
容
だ
っ
た
。　
一
九
七
ｏ
年
の
エ
ベ
レ

ス
ト
登
山
の
後
処
理
も

一
段
落
し
、
新
し

い
事
業
と
し
て
上
高
地
の
山
岳
研
究
所
建

設
が
動
き
出
し
て
い
た
。
山
研
が
落
成
し

た
の
と
同
じ
こ
ろ
、
向
井
ビ
ル
の
ル
ー
ム

が
お
茶
の
水
近
く
の
利
根
川
ビ
ル
に
引

っ

越
す
こ
と
に
な
っ
た
。
各
種
の
集
会
も
盛

ん
に
行
わ
れ
る
よ
う
に
な
り
、
婦
人
狼
裳
臥

会
、
青
年
貌
裳
畝
会
な
ど
の
委
員
会
活
動
も

活
発
化
し
て
、
ル
ー
ム
に
出
入
り
す
る
人

の
数
も
増
え
だ
し
た
時
期
で
あ
る
。

一
九
七
二
年
十
月
こ
ろ
、
私
は
ま
だ
学

生
部
の
三
年
生
で
、
年
配
者
の
集
ま
り
で

あ
る
日
本
山
岳
会
を
恐
る
恐
る
覗
き
に
い

っ
た
こ
と
が
あ
る
。
狭
い
事
務
所
に
は
二

人
の
人
が
い
て

一
人
は
男
性

（岩
佐
義
宗

さ
ん
）
だ
っ
た
の
を
覚
え
て
い
る
。
こ
の

時
が
杉
山
さ
ん
と
会
っ
た
最
初
だ
っ
た
。

ル
ー
ム
は
三
度
も
移

っ
た
が
、
二
十
七

年
の
時
間
の
中
で
事
務
所
と
い
う
人
の
集

ま
る
中
心
に
変
わ
ら
ず
に
い
て
、
会
員
以

外
の
照
会
を
含
め
て
実
に
多
く
の
人
と
の

出
会
い
や
交
流
や
別
れ
が
あ
っ
た
こ
と
と

思
う
。
前
会
長
の
斎
藤
さ
ん
は
三
田
さ
ん

か
ら
数
え
て
九
代
目
に
あ
た
り
、
会
務
処

理
を
分
担
し
た
理
事
、
評
議
員
の
数
は
延

べ
三
百
人
に
も
な
っ
て
い
る
は
ず
だ
。

事
務
所
の
杉
山
さ
ん
と
机
を
並
べ
て
い

た
パ
ー
ト
ナ
ー
は
、
七
五
年
に
四百
伍
さ
ん

(12)
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か
ら
市
村
洋
子
さ
ん
に
替
わ
り
、
さ
ら
に

高
橋
美
津
栄
さ
ん
が
継
い
だ
。
私
自
身
も

そ
の
後
八
六
年
秋
か
ら
五
年
半

一
緒
に
仕

事
を
さ
せ
て
い
た
だ
き
、
宮
澤
美
渚
子
さ

ん
に
交
代
し
た
。
昨
年
の
宮
澤
さ
ん
の
退

職
も
杉
山
さ
ん
は
見
送
っ
て
い
る
。

ず
っ
と
事
務
所
か
ら
日
本
山
岳
会
を
見

て
い
た
杉
山
さ
ん
は
、
会
の
様
子
を
最
も

よ
く
知
る

一
人
に
な
っ
て
い
た
だ
ろ
う
し
、

一
般
の
会
員
に
と
っ
て
は
こ
の
上
な
い
窓

口
だ
っ
た
に
違
い
な
い
。
こ
れ
か
ら
の
ご

健
勝
を
切
に
お
祈
り
し
た
い
。

海
外
山
岳
三
百
登
頂
を

達
成
し
て

脇
坂
順

一

私
は
昨
年
八
月
十
二
日
、
ス
イ
ス

。
イ

タ
リ
ア
国
境
に
そ
び
え
る
ブ
ラ
イ
ト
ホ
ル

ン

（四

一
六
五
メ
ー
ト
ル
）
で
、
兼
ね
て

の
夢
で
あ

っ
た
満
八
十
五
歳
で
の
海
外
山

岳
三
百
登
頂
を
や
り
遂
げ
た
。

私
が
海
外
の
山
に
初
め
て
登
っ
た
の
は

昭
和
三
十
六
年

（
一
九
六

一
）
で
、
既
に

四
十
八
歳
に
な
っ
て
い
た
。
そ
の
後
も
海

外
の
山
に
登
り
続
け
て
、
三
十
七
年
が
か

り
で
塵
も
積
も
っ
て
本
当
に
山
と
な
っ
た

わ
け
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
私
の
過
去
を
振
り
返
る
と
、

曲
が
り
な
り
に
も
夢
を
追
い
求
め
て
き
た

人
生
だ
っ
た
と
い
え
る
。
職
業
柄
、
医
学

（外
科
学
）
研
究
の
面
も
そ
う
で
あ

っ
た

が
、
山
に
関
し
て
は
、
さ
ら
に
切
実
な
も

の
が
あ
っ
た
。
夢
を
持
つ
こ
と
は
よ
り
人

生
を
豊
か
に
し
、
生
き
甲
斐
が
で
き
る
よ

う
に
思
う
。
夢
は
持
つ
だ
け
で
は
意
味
が

な
い
。
夢
の
達
成
に
向
か
っ
て
精
進
を
続

け
て
ゆ
く
こ
と
が
大
切
だ
と
思
う
の
で
あ

る
。
ま
さ
に

「連
続
は
力
」
だ
と
い
え
る
。

サ
ム
エ
ル

・
ウ
ル
マ
ン
の
有
名
な

『青
春

の
譜
」
の
中
に

「人
は
年
を
重
ね
る
か
ら

老
い
る
の
で
は
な
い
。
夢
、
あ
る
い
は
理

想
を
失

っ
た
時
点
で
老
い
が
始
ま
る
」
と

い
う
内
容
が
あ
る
が
、
実
に
味
わ
う
べ
き

言
葉
だ
と
思
う
。
要
す
る
に
、
夢
を
持
つ

と
い
う
こ
と
は
老
化
防
止
に
も
な
る
と
い

え
る
の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

山
に
関
す
る
私
の
最
初
の
夢
は
、
若
い

頃
か
ら
そ
の
姿
形
に
憧
れ
て
い
た
ス
イ

ス

ｏ
イ
タ
リ
ア
国
境
に
そ
そ
り
立
つ
尖
峰
、

マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
（四
四
七
八
メ
ー
ト
ル
）

に
登
頂
す
る
こ
と
で
、
そ
れ
な
り
に
岩
登

り
の
練
習
は
し
て
い
た
。
そ
し
て
麓
の
町

ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
に
行
き
本
物
の
マ
ッ
タ
ー

ホ
ル
ン
を
見
上
げ
た
と
た
ん
、
こ
ん
な
凄

い
山
に
果
た
し
て
登
れ
る
も
の
か
と
恐
怖

感
に
襲
わ
れ
て
し
ま
っ
た
。

し
か
し
、
ツ
ェ
ル
マ
ッ
ト
き

っ
て
の
名

ガ
イ
ド
と
い
わ
れ
る
ハ
イ
ン
リ
ッ
ヒ

・
タ

ウ
グ
ワ
ル
ダ
ー
と
と
も
に
、
標
高
差

一
二

〇
〇
メ
ー
ト
ル
に
及
ぶ
岩
壁
を
攀
じ
登
り
、

頂
上
に
立
ち
得
た
時
の
感
激
は
い
ま
だ
に

忘
れ
ら
れ
な
い
。

こ
れ
が
病
み
つ
き
に
な
っ
て
、
機
会
あ

る
ご
と
に
マ
ッ
タ
ー
ホ
ル
ン
は
も
ち
ろ
ん

そ
の
他
の
山
に
も
登
り
続
け
、
海
外
山
岳

の
百
登
日
は
マ
ツ
タ
ー
ホ
ル
ン
の
第
十

一

回
目
の
登
頂
時

（当
時
七
十
五
歳
）
、
百

五
十
登
目
は
ア
ル
プ
ス
の
最
高
峰
モ
ン
ブ

ラ
ン

（四
八
〇
九
メ
ー
ト
ル
）
で
傘
寿
の

祝
い
を
兼
ね
た
登
頂
で
あ
っ
た
。
そ
し
て

さ
ら
に
夢
は
膨
ら
ん
で
、
前
記
の
三
百
登

頂
を
や
り
遂
げ
た
の
で
あ
っ
た
。

そ
の
後
の
夢
は
、
米
寿
で
三
百
三
十
登
、

卒
寿
で
三
百
五
十
登
と
い
う
も
の
で
、
そ

の
た
め
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
に
励
ん
で
い
る

昨
今
で
あ
る
。

と
こ
ろ
で
、
こ
の
年
齢
で
こ
ん
な
山
に

登
れ
る
の
も
、
ひ
と
え
に
昭
和
三
十
年
の

元
旦
か
ら
四
十
数
年
間
、
毎
日
続
け
て
き

た
独
自
の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
と
、
合
理
的
な

左端が筆者、ブライトホルン頂上にて

(13)

」塾 三圭≧堕璽重
●第 2口 巻 好 評 発 売 中 ●

―等三角点の山々

日本3口0名山ガイド
(東日本編)(西日本編〉

山口ゆき子ノ横山 隆ノ高柳生雄ノ川鶴は じめ/

岡村美邦共著

A5版 0310買・定価 1600円 (税込)掲載の山 80山

新ハイキング社の一等三角点の山シリーズの三
部作「一等三角点の名山100」 「一等三角点の名山
と秘境」「―等三角点の山々」も発売中
※3冊 とも山は重複していません

●日本山岳会選定●話題の本08馴増刷

市川静子、岡田敏夫、岡部紀正   A5版・320頁

川越はじめ、廣澤和嘉 共書 定価各1680円 (税込)

※著者はすべて日本山岳会会員です

新ハイキング社薦雷11¶濡塁
l‖

ぶ√習1

雄基:

蹂 重1重 ,:



山 649-199906・ 20(第 三種郵便物認可)

食
餌
に
よ
っ
て
、
若
さ
を
比
較
的
長
く
維

持
で
き
て
い
る
お
陰
と
い
え
る
。
こ
の
私

な
り
の
具
体
的
な
健
康
づ
く
り
に
つ
い
て

は
拙
著

『八
十
歳
は
ま
だ
現
役
」
（山
と

漢
谷
社
）
に
詳
述
し
て
い
る
の
で
ご
参
考

に
な
り
得
る
と
思
う
。

宮
沢
賢
治

・
終
焉
の
ロ
マ
ン

「経
埋
ム
ベ
キ
山
」
と
四
つ
の
星
座

矢
羽
々
文

一
郎

宮
沢
賢
治

（
一
八
九
六
～

一
九
三
三
）

は
、
三
十
七
歳
の
終
焉
に
近
い
病
床
で
、

「雨
ニ
モ
マ
ケ
ズ
」
を
記
し
た
手
帳
の
最

終
ペ
ー
ジ
に
近
く
、
仏
教
の
古
く
か
ら
の

慣
わ
し
に
従
い
、
自
分
の
信
仰
し
た
法
華

経
の
経
典
を
経
筒
に
納
め
、
そ
れ
に
ふ
さ

わ
し
い
地
に
埋
め
お
く
こ
と
を
願
い

「経

埋
ム
ベ
キ
山
」
と
し
て
三
十
山
、
二
峠
を

書
き
残
し
て
い
る
。
そ
の
地
は
北
上
川
を

中
心
に
、
奥
羽
山
系
の
岩
手
山
、
篠
木
峠

な
ど
の
十
五
山
、　
一
峠
。
北
上
山
系
の
姫

神
山
、
仙
人
峠
な
ど
の
十
五
山
、　
一
峠
で

あ
る
。

賢
治
の
作
品
に
登
場
す
る
山
や
峠
は
、

架
空
の
も
の
を
含
め
る
と
百
数
十
に
も
お

よ
び
、
イ
ー
ハ
ト
ー
ブ

（岩
手
県
）
だ
け

で
も
八
十
余
も
存
在
す
る
。

作
品
に
登
場
す
る
山
と

「経
埋
ム
ベ
キ

山
」
と
の
関
わ
り
で
は
、
登
場
回
数
が
最

も
多
く

「賢
治
三
山
」
と
も
称
す
べ
き
岩

手
山
、
早
池
峰
山
、
種
山
の
三
山
。
次
に

頻
度
の
高
い
沼
森
、
南
昌
山
、
江
釣
子
森

山
が
含
ま
れ
て
い
る
こ
と
は
当
然
の
こ
と

で
あ
ろ
う
。

し
か
し

一
度
だ
け
し
か
登
場
し
な
い
大

森
山
な
ど
の
六
山
も
あ
げ
ら
れ
、
意
外
な

こ
と
に
、
作
品
に

一
度
も
登
場
し
な
い
黒

森
山
、
篠
木
峠
な
ど
の
九
山
、　
一
峠
が
含

ま
れ
て
い
る
。

そ
こ
で
、
賢
治
が
終
焉
の
願
い
を
込
め

て
選
ん
だ

「経
埋
ム
ベ
キ
山
」
に
は
、
作

品
と
は
別
な
意
図
が
あ
っ
た
の
で
は
な
か

ろ
う
か
と
考
え
ら
れ
る
。

対
象
と
な
っ
た
地
を
幾
度
と
な
く
地
図

上
に
結
ん
で
み
る
う
ち
に
、
少
年
時
代
か

ら
親
し
ん
で
い
た
星
座
に
か
か
わ
る
の
で

は
な
い
か
と
思
わ
れ
た
。
賢
治
に
と
っ
て

父
な
る
山

・
岩
手
山
を
星
座
の
頂
点
に
お

き
、
母
な
る
川

・
北
上
川
を
天
の
川
に
な

ぞ
ら
え
て

「経
埋
ム
ベ
キ
山
」
を
投
影
す

る
と
、
は
く
ち
ょ
う

（白
鳥
）
座
、
わ
し

（鷲
）
座
、
た
て
（盾
）
座
、
い
て
（射
手
）

座
の
四
つ
の
星
座
が
浮
か
び
上
が
っ
て
き

た
。こ

れ
ら
の
山
々
や
峠
を
改
め
て
訪
れ
て

み
る
と
、
賢
治
の
思
い
に
胸
を
う
た
れ
る

も
の
が
あ

っ
た
。

は
く
ち

ょ
う
座
は
賢
治
が
盛
岡
中
学
、

盛
岡
高
等
農
林

の
学
生
時
代
を
過
ご
し
、

心
を
培

っ
た
盛
岡
周
辺
の
岩
手
山
、
姫
神

山
、
駒
ヶ
岳
な
ど
の
奥
羽
、
北
上
両
山
系

の
六
山
か
ら
な

っ
て
い
る
。

宮
沢
賢
治
の
「経
埋
ム
ベ
キ
山
」と
「四
つ
の
星
座
」

わ
し
座
は

”イ
ー
ハ
ト
ー
ブ
“
の
原
点

と
も
思
わ
れ
る
小
岩
井
農
場
の
周
辺
や
教

鞭
を
と
つ
て
い
た
花
巻
農
学
校
の
生
徒
た

ち
と
度
々
訪
れ
、
思
い
出
の
多
か
っ
た
七

山
、　
一
峠
か
ら
な
っ
て
い
る
。

た
て
座
は
妹
ト
シ
ヘ
の
鎮
魂
の
思
い
を

中
世
の
騎
士
が
携
え
た
盾
に
託
し
、
生
前

に
保
養
の
た
め
に
過
ご
し
た
、
花
巻
温
泉

郷
周
辺
の
ひ
っ
そ
り
と
し
た
た
た
ず
ま
い

の
五
つ
の
山
に
よ
っ
て
な
さ
れ
て
い
る
。

い
て
座
は

「石
ッ
コ
賢
さ
ん
」
と
呼
ば

れ
て
い
た
少
年
時
代
、
岩
鉱
石
や
植
物
の

採
集
に
歩
き
回
っ
た
花
巻
周
辺
や
、
中
学

の
修
学
旅
行
で
訪
れ
た
平
泉
周
辺
の
山
々
、

高
等
農
林
の
研
究
生
時
代
、
土
性
調
査
な

ど
で
度
々
登
っ
た
早
池
峰
山
な
ど
の
十
二

山
、　
一
峠
か
ら
な
っ
て
い
る
。

農
民
ど
と
も
に
生
き
、
す
べ
て
の
人
の

幸
せ
を
生
涯
か
け
て
祈
っ
た
賢
治
が
、
終

焉
間
近
の
病
床
で
信
仰
と
と
も
に
浮
か
ん

だ
光
景
が
、
幼
い
こ
ろ
か
ら
愛
し
続
け
て

き
た
山
々
と
星
座
の
結
び
つ
き
で
あ

っ
た

の
で
は
な
か
ろ
う
か
。

（前
大
迫
町
立
山
岳
博
物
館
館
長
）

宮沢賢治の「経埋ムベキ山」と「四つの星座」

(14)

山 名

は
く
ち

よ
う
座

わ
し
座

奥

羽

山

脈
　
　
秋
田
県

北

上

山

地

二戸市

久慈市

七時雨山

岩手県

宮古市

水沢市
大船渡市

北上市

一関市

宮城県
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図 書 紹 介
小
野
有
五
・
著

『ヒ
マ
ラ
ヤ
で
考
え
た
こ
と
』

著
者
初
め
て
の
ヒ
マ
ラ
ヤ
行
き
は
、
カ

ン
チ
ェ
ン
ジ
ュ
ン
ガ
の
氷
河
の
空
中
写
昔
バ

の
撮
影
助
手
と
し
て
の
仕
事
だ
っ
た
。
地

球
科
学
者
の
日
は
飛
行
機
の
上
か
ら
ヒ
マ

ラ
ヤ
の
地
形
を
眺
め
、
活
断
層
を
と
ら
え
、

ヒ
マ
ラ
ヤ
の
生
成
を
写
昔
バと
作
図
で
わ
か

り
や
す
く
わ
れ
わ
れ
に
示
し
て
く
れ
る
。

次
に
訪
れ
た
ヒ
マ
ラ
ヤ
は
氷
河
調
査
隊

に
加
わ
っ
て
行
っ
た
ラ
ン
タ
ン
谷
で
あ
る
。

約
三
ヵ
月
に
わ
た
っ
た
こ
の
ラ
ン
タ
ン
谷

で
の
調
査
か
ら
得
ら
れ
た
多
く
の
発
見
、

そ
れ
は
素
晴
ら
し
い
成
果
で
あ
っ
た
。
で

も
、
著
者
が
そ
こ
で
考
え
た
こ
と
は
、
科

学
の
研
究
と
は
何
だ
ろ
う
、
そ
れ
は
誰
の

た
め
の
科
学
な
ん
だ
ろ
う
、
と
。

イラス ト 蜂谷益雄

こ
こ
に
暮
ら
す
人
々
が
い
か
に
素
晴
ら

し
い
知
恵
を
持
ち
、
環
境
を
考
え
た
生
活

を
し
て
い
る
か
を
知
る
こ
と
に
よ

っ
て
、

こ
の
土
地
に
き
た
と
き
に
は
考
え
も
し
な

か
っ
た
疑
間
が
湧
い
て
き
た
と
い
う
。

今
の
科
学
は
、
自
然
が
無
限
で
あ
り
、

環
境
は
い
く
ら
壊
し
て
も
自
然
に
直
る
も

の
、
と
信
じ
て
い
た
時
代
の
科
学
や
学
問

で
あ
り
、
こ
れ
か
ら
発
展
さ
せ
な
け
れ
ば

な
ら
な
い
の
は
、
今
ま
で
に
人
間
が
壊
し

て
き
た
自
然
や
環
境
を
、
で
き
る
だ
け
も

と
に
取
り
戻
す
た
め
の
科
学
、
環
境
の
科

学
で
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
だ
ろ
う
と
。

ジ

ュ
ニ
ア
向
き
に
書
か
れ
た
本
書
は
、

平
明
な
文
章
で
わ
れ
わ
れ
が
今
考
え
な
け

れ
ば
な
ら
な
い
こ
と
を
説
い
て
い
る
。
若

者
は
も
ち
ろ
ん
す
べ
て
の
人
々
に
と
っ
て

重
大
な
課
題
だ
と
思
う
。

（渡
遣
玉
枝
）

一
九
九
九
年

一
月
　
岩
波
書
店
発
行

一
八
二
ペ
ー
ジ
　
七
百
円

川
喜
田
二
郎

・
著

『川
喜
田
二
郎
著
作
集
別
巻

―
私
の
人
生
論

ｏ
年
譜

・
著
作
目
録

・

総
索
引
』

「川
喜
田
二
郎
著
作
集

（全
十
三
巻
）」

は
、　
一
九
九
五
～
九
八
年
に
か
け
て
中
央

公
論
社
よ
り
刊
行
さ
れ
た
。
編
集
に
は
Ｋ

Ｉ
法
が
用
い
ら
れ
、
川
喜
田
氏
の
主
張
が

全
巻
に
わ
た
り
貫
き
と
お
さ
れ
て
お
り
、

好
評
を
得
て
い
る
。
本
書
は
こ
の
全
集
の

別
巻
と
し
て
刊
行
さ
れ
た

「著
作
目
録
」

を
中
心
と
し
た
人
物
書
誌
で
あ
る
。
本
論

に
当
た
る
著
作
集
全
巻
目
次

・
年
譜

ｏ
著

作
目
録

・
総
索
引

・
図
解
索
引
な
ど
の
他

に
、
三
二
〇
ペ
ー
ジ
に
わ
た
り

「私
の
人

生
論

・
交
遊
録
」
と
題
し
て
、
全
十
三
巻

に
は
収
容
し
き
れ
な
か
っ
た
も
の
も
収
録

さ
れ
て
い
る
。

中
心
と
な
っ
て
い
る

「著
作
目
録
」
は
、

全
集
刊
行
の
た
め
の
準
備
作
業
と
し
て
、

一
九
九
ｏ
年
四
月
に
着
手
し
て
か
ら
九
四

年
十
月
に
全
十
三
巻
の
巻
別
の
区
分
け
が

終
了
す
る
ま
で
の
間
、
秋
山
恭
子

・
倶
子

姉
妹
に
よ
る
五
年
間
に
及
ぶ
文
献
調
査
作

業
の
末
に
で
き
あ
が
っ
た
も
の
。　
一
九
三

四
～
九
七
年
ま
で
に
執
筆
さ
れ
た

一
〇
二

一
点
の
著
作
が
収
録
さ
れ
て
い
る
。

内
容
に
は
発
想
法
の
科
学
や
Ｋ
Ｊ
法
な

ど
も
含
ま
れ
て
い
る
が
、
も
と
は
と
い
え

ば
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
学
術
調
査
に
お
け
る
野
外

調
査
の
整
理
法
か
ら
生
ま
れ
た
も
の
で
、

原
点
は
や
は
り
登
山
と
探
検
で
あ
り
、
大

興
安
嶺
や
西
北
ネ
パ
ー
ル
の
学
術
探
検
、

マ
ナ
ス
ル
科
学
班
に
よ
る
ヒ
マ
ラ
ヤ
の
植

生
と
作
物
帯
調
査
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
山
村
へ
の

技
術
協
力
、
ヒ
マ
ラ
ヤ
や
チ
ベ
ッ
ト
の
文

化
生
態
学
、
世
界
の
中
の
チ
ベ
ッ
ト
文
明
、

ア
ジ
ア
文
明
論
な
ど
に
及
ぶ
広
範
囲
の
も

の
で
あ
る
。

な
お
著
作
目
録
の
編
者
は
、
前
号
の
沼

田
一県
氏
の
目
録
作
成
者
堀
込
静
香
氏
と

一

緒
に

「ネ
パ
ー
ル
研
究
ガ
イ
ド
ー
解
説
と

文
献
目
録
」
を
ま
と
め
た
仲
間
で
、
全
員

が
大
学
図
書
館
の
専
門
家
で
あ
る
。
そ
の

上
、
か
つ
て
本
会
の
図
書
室
の
分
類
な
ど

に
つ
き
指
導
と
助
言
を
い
た
だ
い
た
こ
と

が
あ
っ
た
。
　
　

　

　

　

（松
田
雄

一
）

一
九
九
八
年
九
月
　
五
五
二
ペ
ー
ジ

中
央
公
論
社
発
行
　
九
千
五
百
円

中
浦
皓
至

ｏ
著

『日
本

ス
キ
ー

・
も
う
ひ
と

つ
の

源
流
』
―
明
治
四
十
五
年
北
海
道
―

日
本
の
ス
キ
ー
史
は
明
治
四
十
四
年
、

新
潟
県
の
高
田
に
発
す
る
の
が
定
説
だ
が
、

そ
れ
よ
り
早
く
北
海
道
帝
国
大
学
の
校
庭

で
滑
っ
た
逸
話
が
あ
る
。

著
者
は
そ
れ
ら
の
資
料
を
十
五
年
に
わ

た
っ
て
探
索
し
、
多
く
の
新
吉言
夫
を
発
掘

し
た
。
従
来
の
定
説
を
覆
す
画
期
的
な
も

の
も
い
く
つ
か
あ
る
。
ス
キ
ー
を
伝
え
た

ハ
ン
ス

・
コ
ラ
ー
や
レ
ル
ヒ
の
行
動
を
時

代
考
証
し
、
北
大
ス
キ
ー
発
祥
説
の
検
証
、

北
海
道
ス
キ
ー
の
夜
明
け
前
、
北
海
道
ス

キ
ー
登
山
の
虐
フ
大
、
北
大
ス
キ
ー
部
の
創

設
と
活
動
、
大
正
時
代
の
発
展
ま
で
を
詳

説
し
て
い
る
。

巻
末
の
文
献
目
録
は

一
五
四
九
年
か
ら

一
九
九
八
年
ま
で
の
外
国
文
献
を
含
め
五

二
ペ
ー
ジ
、
約
千
七
百
件
を
収
録
。

（高
澤
光
雄
）

一
九
九
九
年
二
月
　
北
海
道
大
学
図
書
刊
行

会
発
行
　
三
五
六
ペ
ー
ジ
　
三
千
五
百
円

(15)
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松
坂
良

一
・
編

一
九
九
七
年
チ
ァ
ジ
ャ
ジ
マ
峰
登
山

報
告
書

『遥
か
な
り
　
曲
阿
加
吉
垢
』

新
潟
県
山
岳
協
会
創
立
五
十
周
年
、
中
国
青
海
省
登
山

協
会
兄
弟
締
結
五
周
年
記
念
事
業
と
し
て
、
日
中
合
同
登

山
を
計
画
し
た
。
青
海
省
雑
多
県
、
玉
樹
蔵
族
自
治
州
に

源
を
持
つ
瀾
治
江

（メ
コ
ン
川
）
の
源
頭
に
そ
び
え
る
未

踏
の
最
高
峰
、
曲
阿
加
吉
瑶

（チ
ァ
ジ
ャ
ジ
マ
峰
、
五
九

三
〇
メ
ー
ト
ル
）
の
登
山
と
、
動
植
物
、
河
川
の
学
術
調

査
な
ど
が
前
年
よ
り
両
国
間
で
検
討
さ
れ
、
登
山
の
み
実

行
す
る
こ
と
に
な
っ
た
。

九
七
年
五
月
、
日
中
合
同
偵
察
隊
が
未
踏
の
山
麓
地
帯

に
向
か
っ
た
が
、
雪
の
た
め
車
馬
が
使
え
ず
、
情
報
の
収

集
と
目
途
を
つ
け
る
に
留
ま
っ
た
。
本
隊
は
七
月
二
十
六

日
～
八
月
二
十
三
日
ま
で
の
二
十
九
日
間
の
日
程
で
、
日

本
側
八
名

（平
均
年
齢
五
十

一
歳
、
三
十
代
の
二
名
を
除

く
と
五
十
七

上
二
歳
の
シ
ル
バ
ー
隊
員
）、
中
国
側
九
名

（平
均
年
齢
四
十
歳
）
の
構
成
で
あ
る
。
七
月
二
十
九
日
、

西
寧
よ
リ
パ
ジ
ェ
ロ
三
台
で
青
海
高
原
を

一
三
〇
〇
キ
ロ
、

五
日
間
で
走
破
、
五
〇
八
二
メ
ー
ト
ル
の
峠
を
越
え
て
山

麓
に
入
る
。
さ
ら
に
ヤ
ク
と
馬
で
四
八
〇
〇
メ
ー
ト
ル
の

Ｂ
Ｃ
に
八
月
六
日
に
到
着
。
未
踏
の
地
に
あ
る
山
を
求
め

て
の
行
動
は
、
予
期
し
な
い
こ
と
の
連
続
で
日
程
が
迫
り
、

八
月
十
四
日
、
Ⅱ
峰

（五
八
九
〇
メ
ー
ト
ル
）
に
五
六
五

〇
メ
ー
ト
ル
の
Ｃ
２
よ
り
登
頂
し
た
。
五
二
〇
〇
メ
ー
ト

ル
以
上
は
氷
雪
を
交
え
た
岩
石
で
、
岩
登
り
の
領
域
。
八

月
八
日
の
立
秋
を
す
ぎ
る
と
、
天
候
は
悪
化
す
る
た
め
日

程
は
六
週
間
ほ
し
い
と
い
う
。

未
踏
の
地
で
の
苦
労
が
偲
ば
れ
る
労
作
で
あ
る
。

（三
沢

一
三
）

一
九
九
九
年

一
月
　
新
潟
県
山
岳
協
会
発
行

出版年 寄贈/購入別
図書受入報告 (1999年 4月 )

ベージ・大きさ 出版元書   名著 者

森茂明

仙台市 (企画)

藤田弘基

藤田弘基

藤田弘基

藤田弘基 (撮影)

藤田弘基

田中薫 (編 )

大田悦子

小川誠

石垣博史・石垣修司

大石高志・中西俊明

今野岳志

川井靖元

科学技術庁 (編 )

小倉厚

小倉厚

JAC東海支部

Hansh Kapadia(ed。 )
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出版社寄贈

出版社寄贈

出版社寄贈

森武昭氏寄贈

著者寄贈

著者寄贈

発行者寄贈

発行者寄贈

芦生奥山炉辺がたり
ページのなかのせんだい :社の文学風景

THE HIMALAYAS(写真集)

THE ALPS(写真集)

THE KARAKORUM(写真集)

素顔のダライ・ラマ 14世
ヒマラヤ満天星 (写真集)

大氷河を行 く:南米チリ・パタゴニア探検

黒部峡谷山暮らし:エ ッちゃんの日々・ 00

槍ケ岳 3000mの 峻峰 :小川誠写真集

百名山からの眺望 (CG版 )

白馬・鹿島槍・針ノ木岳 (岳人ポケットガイドNo.2)

赤石・聖・光岳 (岳人ポケットガイドNo.7)

尾瀬・檜枝岐 (岳人ポケットガイドNo.12)

火山ガス災害に関する緊急研究成果報告書 (平 成9年度科学技術振興調整費)

定年後は山歩きを愉しみなさい (ハ ルキ文庫 No。 お-3-1)
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７
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■
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，
７
Ｌ

山
の
自
然
学
研
究
会

会
報
編
集
委
員
会

総
務
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
ケ

ッ
チ
ク
ラ
ブ

山
げ
ら
の
会

二
火
会

常
務
理
事
会
　
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク

ラ
ブ
　
学
生
部

ミ
ニ
水
力
発
電
実
行
委
員
会

ア
ル
パ
イ
ン
ス
キ
ー
ク
ラ
ブ

財
務
委
員
会

二
火
会

ア
ル
パ
イ

ン
ス
ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ
　
９５
同
期
会

理
事
会
　
図
圭
臭
女
員
会
　
　
　
　
　
＞

評
議
員
会
　
科
学
委
員
会
　
山
の
　
に

自
然
学
研
究
会
　
ア
ル
パ
イ
ン
ス

ケ
ッ
チ
ク
ラ
ブ

資
料
委
員
会
　
デ
ー
タ
バ
ン
ク
研

究
会

総
務
委
員
会
　
フ
オ
ト
ビ
デ
オ
ク

ラ
ブ
　
図
圭
具
女
員
会
　
９７
同
期
会

ア
ル
バ
ー
タ
実
行
委
員
会
　
集
会

委
員
会

三
水
会
　
山
研
運
営
委
員
会

臨
時
理
事
入
ム
　
フ
ィ
ル
ム
ビ
デ
オ

ク
ラ
ブ

緑
爽
会
　
学
生
部

評
円輩成
口貝
〈
バ

自
然
保
護
委
員
会

４
月
来
室
者
　
６１６
名
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目

圏

圏

四
月
理
事
会

日
時
　
四
月
十
四
日
的
　
十
八
時
三
十
分

～
二
十
時
二
十
分

場
所
　
日
本
山
岳
会

一
〇
四
口夏
至

［出
席
者
］
斎
藤
会
長
、
小
倉
、
大
森
、

竹
内
各
副
会
長
、
田
邊
、
吉
永
、
熊
崎
、

絹
川
、
勝
山
、
村
井
、
飯
田
、
鰺
坂
、
増

山
、
森
、
大
蔵
、
宇
田
川
、
宮
崎
、
坂
本

各
理
事
、
石
橋
、
神
崎
各
監
事
、
平
山
、

長
尾
、
中
川
、
平
野
各
常
任
評
議
員

［委
任
］
中
村
、
穴
田
各
常
任
評
議
員

【審
議
事
項
】

一
、
絹
川
総
務
担
当
理
事
よ
り
、
平
成
十

年
度
事
二業
報
告
は
既
に
提
出
の
も
の
に
訂

正

・
追
加
が
あ
っ
た
。
　
　
　
　
　
了
承

吉
永
財
務
担
当
理
事
よ
り
、
収
支
決
算

は
別
紙
を
も
と
に
報
告
。
会
費
納
入
率
は

九
五
パ
ー
セ
ン
ト
と
良
好
だ
が
、
新
入
会

員
は
六
十
名
ほ
ど
減
。
四
～
六
月
の
た
め

の
繰
り
越
し
も
概
ね
例
年
ど
お
り
で
あ
る
。

環
境
財
団
お
よ
び
読
売
新
聞
社
か
ら
の
補

助
金
の
処
理
も
良
好
。
今
年
か
ら
会
外
に

貸
し
出
し
、
委
託
し
て
い
る
も
の
に
つ
い

て
は
貸
し
出
し
先
の
棚
卸
し
確
認
書
の
提

出
を
お
願
い
し
た
。　
　
　
　
　
　
承
認

石
橋
監
事
よ
り
、
会
計
監
査
は
十
三
日

の
監
査
結
果
に
つ
い
て
、
会
計
帳
簿
な
ど

正
確
で
あ
り
、
業
務
執
行
に
つ
い
て
も
妥

当
で
あ
る
。
と
く
に
特
定
預
金
の
う
ち
秩

父
宮
記
念
山
岳
賞
基
金
に
つ
い
て
今
後
と

も
充
実
に
配
慮
す
る
よ
う
に
、
と
の
指
摘

が
あ
つ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

二
、
秩
父
宮
記
念
ス
ポ
ー
ツ
博
物
館
よ
り

資
料
貸
し
出
し
の
更
新
、
プ
ラ
ン
ニ
ン
グ

コ
ー
ツ
よ
リ
ウ
エ
ス
ト
ン
関
係
の
写
真
お

よ
び
図
版
の
掲
載
許
可
、
山
と
漢
谷
社
よ

り
資
料
お
よ
び
写
真
の
掲
載
な
ら
び
に
許

可
願
い
が
出
さ
れ
た
。
資
料
担
当
の
鯵
坂

理
事
と
相
談
の
う
え
許
可
し
た
い
。
承
認

三
、
資
料
委
員
会
よ
り
、
山
研
の
ウ
エ
ス

ト
ン
特
別
展
の
た
め
、
貸
し
出
し
資
料
二

点

（「信
濃
支
部
三
十
周
年
報
告
書
」
「主

の
御
名
に
お
い
て
」
）
の
追
加
が
申
請
さ

れ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

四
、
北
海
道
支
部
よ
り
三
十
周
年
記
念
事

業
の
た
め
会
章
に
三
十
周
年
等
を
加
え
た

も
の
を
使
用
し
た
い
、
と
の
申
し
出
が
あ

つ
た
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

五
、
坂
本
山
研
担
当
理
事
よ
り
、
上
高
地

山
研
の
利
用
料
等
に
つ
い
て
、
先
に
承
認

さ
れ
て
い
る
こ
と
に
加
え
、
会
員
の
配
偶

者
を
会
員
に
準
ず
る
扱
い
に
改
定
し
た
い
、

と
の
申
し
出
が
あ
り
、
資
料
に
基
づ
い
て

説
明
が
あ
っ
た
。

次
の
利
用
者
に
つ
い
て
は
会
員
に
準
じ
、

同

一
料
金
と
す
る
―
ｌ
①
会
員
の
配
偶
者

②
団
体
加
盟
会
員

（そ
の
所
属
す
る
全
員

を
会
員
扱
い
と
す
る
）
③
学
生
部
加
盟
大

学
山
岳
部

（そ
の
所
属
す
る
全
員
を
会
員

扱
い
と
す
る
）
④
海
外
山
岳
団
体
⑤
本
会

職
員
、
こ
の
よ
う
に
管
理
規
定
お
よ
び
利

用
規
定
を
改
定
し
、
利
用
者
の
増
加
を
図

り
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

六
、
改
選
さ
れ
る
九
名
の
新
評
議
員
の
推

薦
に
つ
い
て
は
、
年
齢
、
支
部
な
ど
を
含

め
て
議
論
し
、
候
補
者
を
推
薦
す
る
こ
と

に
し
た
い
。　
　
　
　
　
　
　
　
　
承
認

七
、
神
崎
監
事
よ
り
、
評
議
員
会
の
新

役
員
の
推
薦
、
理
事
会
の
新
評
議
員
の
推

薦
が
遅
れ
て
い
る
よ
う
な
の
で
心
配
。
ガ

ン
カ
ー
プ
ン
ス
ム
峰
登
山
隊
の
よ
う
に
計

画
が
挫
折
す
る
こ
と
は
国
際
交
流
の
点
か

ら
も
十
分
注
意
す
る
必
要
が
あ
る
。

〇
五
月
に
日
本
山
岳
協
会
の
招
聘
に
よ
り
、

中
国
登
山
協
会
よ
り
主
席
以
下
九
名
が
来

日
す
る
。
歓
迎
会
な
ど
へ
の
参
加
に
協
力

し
て
ほ
し
い
。

【報
告
事
項
】

ア
ル
バ
ー
タ
実
行
委
員
会

・
熊
崎

三
月
十
八
日
、
第

一
回
実
行
委
員
会
を

開
催
し
た
。

総
務
委
員
会

・
絹
川

三
月
二
十
七
日
、
春
季
新
入
会
員
オ
リ

エ
ン
テ
ー
シ
ョ
ン
を
開
催
し
た
。

財
務
委
員
会

・
吉
永

会
弗最
師
納
者
、
除
籍
対
象
者
の
削
減
ヘ

各
理
事
の
協
力
を
要
請
。

山
研
委
員
会

ｏ
坂
本

今
年
の
山
研
開
所
は
四
月
二
十
九
日
。

ミ
ニ
水
力
発
電
に
つ
い
て
は
、
関
係
官
庁

へ
書
類
を
提
出
済
み
だ
が
、
五
月
初
旬
よ

り
学
生
部
の
若
い
力
の
協
力
を
得
て
実
作

業
に
入
り
た
い
。

科
学
委
員
会

・
大
蔵

マ
ッ
キ
ン
リ
ー
登
山
に
つ
い
て
、
隊
長

の
大
蔵
理
事
よ
り
計
画
書
に
基
づ
い
て
説

明
が
あ
っ
た
。
本
年
度
は
学
生
の
希
望
者

が
多
く
、
ま
た
年
配
者
の
参
加
も
あ
る
の

で
、
医
療
委
員
会
と
協
力
し
て
高
所
順
化

の
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
計
画
を
盛
り
込
ん
だ
。

医
療
委
員
会

・
増
山

順
化
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
は
計
画
書
に
沿

っ

て
、
文
部
省
登
山
研
修
所
の
事
業
に
協
力

す
る
形
で
隊
員
が
被
験
者
と
な
る
、
と
の

説
明
が
あ
っ
た
。

総
務
委
員
会

・
絹
川

北
海
道
、
山
梨
、
宮
崎
、
岩
手
の
各
支

部
よ
り
支
部
総
会
の
開
催
報
告
が
あ

っ
た
。

■
会
員
異
動

物
故

松
田
祥
二

（
一
〇
四
三
七
）
９９
・
３

ｏ
ｌ

谷
正
雄

（
一
〇
七

一
三
）

近
藤
友
好

（九
四
三

こ

田
中
重
輔

（六

一
五
三
）

横
溝
修

一
（九
六
五
一
）

退
会

成
松
雅
江

（八
七
九
九
）

深
谷
泰

（八
八
八
三
）

近
藤
久
子

（九
五
二
五
）

山
中
稔

（
一
三
二
一
六
）

終
身
会
員

吉
野
禎
造

（四
五
九
五
）

長
岩
嘉
悦

（四
八
五
九
）

99999999

4433

9 2 31 6
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◆
全
国
支
部
懇
談
会
開
催

主
管

・
岐
阜
支
部

秋
の
美
濃
路
で
今
年
度
全
国
支
部
狼
裳
畝

会
を
開
催
し
ま
す
。
二
日
日
は
養
老
山

（
一
等
三
角
点
）
の
山
頂
か
ら
ア
ル
プ
ス
、

白
山
の
展
望
を
楽
し
み
ま
す
。

日
程

十
月
十
六
日
０
　
岐
阜
県
大
垣
市
万
石
町

大
垣
フ
ォ
ー
ラ
ム
ホ
テ
ル
で
支
部

懇
歌焚
ム
お
よ
び
懇
親
会

十
月
十
七
日
０

養
老
山

（八
五
九
メ
ー
ト
ル
、
登

り
二
時
間
半
）
登
山
、
ま
た
は
関

ヶ
原
古
戦
場
見
学
お
よ
び
伊
吹
山

登
山

（観
光
コ
ー
ス
）

費
用
　
二
万
三
千
円

（自
家
用
車
利
用
は

一
万
九
千
円
、
観
光
コ
ー
ス
二
万

三
千
円
）

申
込
　
官
製
は
が
き
に
氏
名
、
会
員
番
号
、

性
別
、
年
齢
、
住
所
、
電
話
番
号
、

所
属
支
部
名
、
参
加
コ
ー
ス
、
往

路
到
着
駅
、
帰
路
出
発
駅

（新
幹

線
岐
阜
羽
島
駅
、
在
来
線
大
垣
駅
、

名
古
屋
空
港
）
ま
た
は
自
家
用
車

利
用

（チ
ャ
ー
タ
ー
バ
ス
を
含
む
）

を
記
入
し
て
左
記
へ
。

＊
各
駅
、
空
港
へ
は
往
復
と
も
送
迎
バ
ス

が
出
ま
す
。

宛
先
　
〒
五
〇
三
―

〓
二
三
二

岐
阜
県
養
老
郡
養
老
町
中

一
五
七

高
木
泰
夫
宛

締
切
　
八
月
十
五
日

（定
員
百
五
十
名
）

＊
申
込
者
へ
は
後
日
、
詳
細
案
内
を
送
付
し
ま
す
。

◆
ラ
リ
グ
ラ
ス

・
プ
ロ
ジ

ェ
ク
ト
に
参

加
し
ま
せ
ん
か

自
然
保
護
活
動
に
は
す
る
べ
き
こ
と
が

た
く
さ
ん
あ
り
ま
す
が
、こ
れ
は
ネ
パ
ー
ル

人
の
植
林
意
欲
を
啓
発
す
る
た
め
に
行

っ

て
い
る
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
で
す
。
舞
台
は
カ

ト
マ
ン
ズ
の
北
ｏシ
バ
プ
リ
と
、
ポ
カ
ラ
の

奥
地
・ゴ
ラ
パ
ニ
。
既
に
三
年
間
植
林
を
続

け
て
、
だ
い
ぶ
目
鼻
が
つ
い
て
き
ま
し
た
。

こ
の
プ
ロ
ジ
ェ
ク
ト
は
今
年
も
地
球
環

境
基
金
の
助
成
を
受
け
る
こ
と
が
で
き
ま

し
た
。
樹
が
育
つ
の
に
何
年
か
か
る
の
か

を
考
え
る
の
は
、
Ｊ
Ａ
Ｃ
の
永
い
将
来
を

考
え
る
の
と
同
じ
こ
と
で
、
そ
う
し
た
お

気
持
ち
を
お
持
ち
の
方
の
参
加
を
お
待
ち

し
ま
す
。

連
絡
先
　
大
森
弘

一
郎
（自
然
保
護
委
員
）

Ⅲ
・〇
四
五
―
八
三
三
―
八
五
〇
五

◆
自
宅
で
で
き
る
ト
レ
ー
ニ
ン
グ
講
座

山
げ
ら
の
会

日
時
　
六
月
二
十
二
日
ω

七
月
六
日
ω

い
ず
れ
も
十
八
時
三
十
分
～
二
十
時

場
所
　
日
本
山
岳
会
ル
ー
ム

連
絡
先
　
参
加
希
望
者
は
三
井
吉
由
江
ヘ

肌
＆
Ⅲ
・〇
三
―
三
四
五
一―
五
三
八
八

＊
軽
装
、
敷
物
を
ご
用
意
く
だ
さ
い
。

◆
日
本
山
岳
画
協
会
展

作
品
約
三
十
六
。

日
時
　
七
月
九
日
⑥
～
十
五
日
囚

十

一
時
～
十
八
時
三
十
分

（十

一
、
十
五
日
は
十
七
時
ま
で
）

会
場
　
朝
日
ア
ー
ト
ギ
ャ
ラ
リ
ー

東
京
都
中
央
区
銀
座
四
―

一
〇

一

肌
・〇
三
―
―
三
五
六
七
―
上

六
七

一

連
絡
先
　
牧
潤

一
ま
で

肌
＆
Ⅲ
・〇
四
九
二
―
六
四
―
七
三
六
九

＊
入
場
無
料

◆
奥
日
光
、
光
徳
で
懇
親
例
会
を
開
催

し
ま
す
　
　
　
　
　
　
　
％
同
期
会

場
所
　
奥
日
光

ｏ
学
習
院
光
徳
小
屋

日
時
　
七
月
十
七
日
０
十
八
時
懇
親
会

開
始
　
十
八
日
０
　
登
山

費
用
　
八
千
円
程
度

募
集
　
三
十
名
（先
着
順
）

申
込

会
員
番
号
、
氏
名
、
性
別
、
年
齢
、

郵
便
番
号
、
住
所
、
電
話

（フ
ァ
ッ

ク
ス
）
を
明
記
の
上
七
月
八
日
ま

で
に
ハ
ガ
キ
又
は
フ
ァ
ッ
ク
ス
で

〒

一
六
六
―

〇
〇

一
一
一　
杉
並
区

和
田

一
―
三
五
―

一
二

福
岡
孝
昭
宛

肌
＆
Ⅲ
・〇
三
―

五
三
四
〇
―

八
五
四
四

◆
平
沢
利
夫

［山
の
絵
展
］

会
場
　
長
野
市
　
岡
田
八
十
二
別
館
ギ
ャ

ラ

リ

ー

日
時
　
六
月
二
十
九
日
ω
ｌ
七
月
四
日
０

●
編
集
後
記
●

昭
和
五
年
創
刊
の
機
関
紙

「山
」
は
只

今
、
六
十
九
歳
。
編
集
ス
タ
ッ
フ
一
同
責

任
の
重
さ
を
痛
感
し
つ
つ
、
非
才
な
が
ら

日
夜
研
鑽
さ
せ
て
い
た
だ
い
て
い
ま
す
。

伝
統
と
格
式
を
重
ん
じ
つ
つ
、
こ
れ
か

ら
の
新
し
い
登
山
の
方
向
性
も
模
索
し
な

け
れ
ば
―
―
と
い
う
思
い
も
し
き
り
。
Ｊ

Ａ
Ｃ
の
さ
ら
な
る
発
展
の
た
め
に
、
会
員

の
皆
様
の
変
わ
ら
ぬ
ご
協
力
を
お
願
い
し

ま
す
。　
　
　
′　
　
　
　
　
　
（村
井
）

●
原
稿
送
付
の
お
願
い

宛
先
　
村
井
葵

（〒
一
九
四
―
〇
〇
三
二

町
田
市
森
野
三
―
二
―

一
）

Ⅲ
ｏＯ
四
二
―
七
三
二
―
五
五
二
八

パ
ソ
コ
ン
で
原
稿
製
作
さ
れ
る
場
合
は

Ｅ
Ｉ
メ
ー
ル
で
奈
良
原
町
子
宛

Ｄ
”
『”

，
”
『”
∩
）【”
く
の
・σ
【∞
【Ｏ
σ
①
・い
の
」
り

Ⅲ
ｏＯ
三
―
三
三
三
四
―
八

一
一
三
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